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Toyooka
In TOYOOKA City, Oriental White Storks which once became 
extinct are re-introduced and supported by the local people 
BECAUSE of their livelihoods and their culture.

豊岡の自然とそこに暮らす人々の文化が
　一度は絶滅したコウノトリの野生復帰を支えています

兵庫県
豊岡市
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今
年
は
、国
連
が
定
め
る「
国
際
生
物
多
様
性
年
」。名
古
屋
市
で
は
生

物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議（
Cシ

ー

Bビ
ー

Dデ
ィ
ー

／
Cコ

ッ
プ
テ
ン

O
P 

10
）も
開
催
さ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で「
生
物
多
様
性
」と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
こ
の
分
野
で
、豊
岡
は
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。豊
岡
で

行
わ
れ
て
き
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
が
、生
物
多
様
性
保

全
の
好
例
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
で
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
通
じ
て
、も
う
一
度「
生
物
多
様
性
」に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
☎
21
Ι
9
0
1
7

兵庫県
豊岡市

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
通
じ
て

生
物
多
様
性
を
考
え
る

特集●国際生物多様性年

（写真：CBD／COP10で使用したポスター）
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昭和35年　出石川

写真提供:富士光芸社

特集●国際生物多様性年

平成19年　市内にて

平成17年　コウノトリ自然放鳥

生
物
多
様
性
っ
て
？

な
ぜ
、
そ
の
保
全
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
？

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の

取
組
み
は
？

私
た
ち
が
進
む
べ
き
道
は
？

豊岡の取組みは、特に「生物多様性と経済」
の分野で世界に紹介されています
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特集●国際生物多様性年

「
野
生
復
帰
が
も
た
ら
す
も
の
」と
は
？

第４回コウノトリ未来・国際かいぎを開催
と　き：10月30日・31日　　ところ：市民会館文化ホールほか

オープニング

▲林　良博実行委員長の開会宣言でかいぎがスタート

秋篠宮さまのおことば

LivelihoodLivelihood

CommunityCommunity

Culture Livelihood

Economy

秋篠宮ご夫妻にもご臨席
いただきました
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郷
公
園
に
よ
る
経
過
報
告

山
岸　

哲さ
と
し

生
態
系
と
生
物
多
様
性
の経

済
学

パ
バ
ン
・
ス
ク
デ
フ

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　

中
貝
宗
治

サ
イ
チ
ョ
ウ
の
研
究
とそ

の
保
全

ピ
ラ
イ
・
プ
ー
ン
ス
ワ
ッ
ド

一
愛
鳥
家
か
ら
見
た

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
未
来

河
野
洋
平

特集●国際生物多様性年

基調講演など

県立
コウノトリの郷公園長
山岸　哲

ＴＥＥＢ研究リーダー
パバン･スクデフ

豊岡市長
中貝宗治

前衆議院議長
河野洋平

マヒドン大学教授
ピライ･プーンスワッド

LivelihoodLivelihood

CommunityCommunity

Culture Livelihood

Economy
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特集●国際生物多様性年
　

市
民
か
い
ぎ

市民かいぎ宣言（抜粋）

市民・行政のネットワーク

　

関
係
自
治
体
会
議

自治体会議宣言（抜粋）

LivelihoodLivelihood

CommunityCommunity

Culture Livelihood

Economy
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特集●国際生物多様性年

コウノトリ農業

環境経済未来

分科会報告

コウノトリ分科会
「これからのコウノトリの保全戦略
～国際的な連携に向けて～」

県立コウノトリの郷公園
研究部長心得
大迫義人

環境創造型農業分科会
「第１回生物の多様性を育む農業
国際会議（I

ア イ セ バ

CEBA2010）」

兵庫農漁村社会研究所
代表

保田　茂

環境経済分科会
「生きものの多様性の保全と事業活動
　～生物多様性セミナー～」

東京都市大学･中部大学
教授

涌井史郎

子ども・未来分科会
「世界一田めになる学校
　in 東京大学」

NPO法人田んぼ
理事長
岩渕成紀

田んぼの生きものになって考えよう
次は人間に戻って、何ができるか考えよう

コウノトリKIDSクラブのメンバーによる発表

LivelihoodLivelihood

CommunityCommunity

Culture Livelihood

Economy



広報とよおか　2010.11.25 8

特集●国際生物多様性年

総合討論

会
場

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に

取
り
組
む
農
家
が
肩
身
の
狭
い
思

い
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、

涌
井

農
家
は
、農
業
生
産
物
だ

け
を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

会
場

国
民
が
自
然
の
恵
み
に
対

す
る
コ
ス
ト
を
ど
う
払
う
か
。

保
田

経
済
と
い
う
言
葉
は「
経

世
済
民
」を
縮
め
た
も
の
。世
の
中

を
経お

さ

め
、民
を
救す

く

う
。

会
場

私
た
ち
が
、売
る
た
め
に

高
い
米
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
大
間
違
い
。

総
合
討
論

大
迫

ま
ず
は
な
る
べ
く
多

様
な
家
系
の
も
の
を
必
要
な
数
だ

け
残
し
、あ
と
の
個
体
は
、国
内
外

で
の
メ
タ
個
体
群
確
立
の
た
め
に

ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い
き
た
い
。

会
場

　

何
と
か
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
来
て
ほ
し

い
と
、環
境
創
造
型
農
業
な
ど
を
続

け
て
い
る
。ぜ
ひ
、わ
が
ま
ち
に
!

涌
井

本
当
に
子
ど
も
を
持
つ
身

の
立
場
で
地
球
の
未
来
を
考
え
て

く
れ
て
い
る
の
?　

こ
れ
は
、一

体
誰
の
た
め
の
会
議
な
の
で
し
ょ

う
か

林

今
後
、
高
齢
者

の
パ
ワ
ー
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
未
来

を
拓ひ

ら

く

中
貝

「
命
は
限
り
が
あ
る
」

「
命
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」

保
田

コ
ウ
ノ
ト

リ
が
飛
ば
な
か
っ
た
ら
、あ
の
決

意
表
明
は
な
か
っ
た
の
で
は
?

「新田や八条のようにたくさんの生き
ものがいる地域が、豊岡に広がり、豊
岡から兵庫県に、兵庫県から日本に、
日本から世界に広がればいいな」

LivelihoodLivelihood

CommunityCommunity

Culture Livelihood

Economy
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特集●国際生物多様性年

第４回コウノトリ未来・国際かいぎメッセージ『コウノトリ宣言』

西浦拓也さん

鞠
まり

穂
ほ

えりなさん 柳生　博さん
JR西日本社長
佐々木隆之さん

多
く
の
方
々
に
、か
い

ぎ
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

コウノトリ宣言を読み上げた西浦拓也さん（豊岡高等学校２年）のことば

100人の子どもたち



　

豊
岡
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。コ
ウ
ノ
ト
リ

の
復
活
と
自
然
環
境
の
再
生
や
、

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、日
本
有
数
の

温
泉
情
緒
が
楽
し
め
る
城
崎
温
泉
、

江
戸
時
代
の
街
並
み
を
今
に
残
す

城
下
町
出
石
な
ど
、い
ず
れ
も
全
国

や
世
界
で
勝
負
で
き
る
素
材
ば
か

り
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

が
集
中
す
る
東
京
な
ど
関
西
以
外

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
豊

岡
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
東

京
を
中
心
に
豊
岡
の
魅
力
や
情
報

を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
1　

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い

る
の
？

　

今
年
は
7
月
に
東
京
・
秋
葉
原

で「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」と
い

う
情
報
発
信
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
を
相
手
に
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
会

に
よ
り
豊
岡
の
魅
力
を
伝
え
ま
し

た
。
9
月
に
は
参
加
者
を
中
心
に

30
人
を
豊
岡
に
招
待
し
、「
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
生
物
多
様
性
」「
豊
岡

の
匠た

く
み

」「
観
光
地
取
材
」の
3
コ
ー

ス
か
ら
好
き
な
コ
ー
ス
を
体
験
し

て
、
い
く
つ
か
の
記
事
に
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
豊
岡
の
旬
な
情
報

を
届
け
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
ブ

ロ
グ
で
豊
岡
の
紹
介
を
お
願
い
し

て
い
る「
大
好
き
豊
岡
応
援
隊
」な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
3　

情
報
を
発
信
す
る
と
何
か

い
い
こ
と
が
あ
る
の
？

　

情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
豊
岡
」を
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
豊
岡

を
訪
れ
た
り
、
豊
岡
の
産
品
を
優

先
的
に
買
っ
て
い
た
だ
く
気
運
が

高
ま
り
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
時
代
に

突
入
し
ま
し
た
。
豊
岡
で
も
こ
の

ま
ま
人
口
減
少
に
よ
り
消
費
が
減

少
し
続
け
る
と
、
市
内
の
経
済
が

平
成
19
年
に
比
較
し
て
平
成
31
年

に
は
6
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
縮
小
す

る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
豊
岡
の
経
済
は
縮
小
を
続

け
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
人

口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
も
、
経
済

の
縮
小
を
防
ぐ
た
め
に
豊
岡
市
は

「
大
交
流
」を
掲
げ
、
ヒ
ト
・
モ
ノ

の
流
れ
に
よ
っ
て
経
済
を
維
持
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
4　

東
京
以
外
で
は「
豊
岡
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
」を
や
ら
な
い
の
？

京
阪
神
に
力
を
入
れ
た
ら
？

　

東
京
以
外
で
の
開
催
は　

東
京

で
の「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」の
効

果
を
見
極
め
た
上
で
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
京
阪
神
は
豊
岡
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
か
ら
テ
レ
ビ
な

ど
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
積
極
的

に
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

▲豊岡エキシビションの
様子

▲本市への取材旅行の様子

▲豊岡エキシビションの会場風景

豊
岡
を
全
国
・
世
界
に
知
っ
て
ほ
し
い

〜
魅
力
や
最
新
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
〜

H19市内総生産 H31市内総生産⇨

Ｑ
2　

ど
う
し
て
東
京
を
ね
ら
う

の
？

　

東
京
に
は
各
放
送
テ
レ
ビ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
キ
ー
局
、
新
聞
社
、

雑
誌
社
な
ど
の
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

が
集
中
し
て
い
て
、
多
く
の
主
要

企
業
が
本
社
を
置
い
て
い
ま
す
。

豊
岡
の
魅
力
や
情
報
を
全
国
・
世

界
に
発

信
す
る

た
め
に

は
、
東

京
を
通

じ
て
行

う
こ
と

が
効
率

的
で
効

果
的
な

の
で
す
。

豊岡の魅力を東京へ発信

東京から全国へ発信
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▲新聞に掲載された記事

Ｑ
5　

こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
成
果

が
あ
っ
た
の
？

  

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
の
Ｐ

Ｒ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
使
っ
た

情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、
新
聞
や

雑
誌
で
豊
岡
の
記
事
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

主
な
も
の
を
左
に
掲
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
京
阪
神
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

業
界
誌
な
ど
で
豊
岡
の
取
組
み
や

観
光
地
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
取
組
み
が
市
内

経
済
に
好
影
響
を
与
え
る
よ
う
に

展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
6　

海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
し

て
い
る
の
？

　

兵
庫
県
や
関
係
団
体
と
協
力
し

て
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
や
旅

行
会
社
の
視
察
を
積
極
的
に
誘

致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
多
言
語
化︵
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
︶し
た
り
、

海
外
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
を
制
作
し
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年

は
、
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
が
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
、
各
種
会
合
や
配
布
資
料
で
豊

岡
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
7　

私
た
ち
に
手
伝
え
る
こ
と

は
な
い
の
？

　

情
報
の
発
信
先
を
探
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
を
4
6
0
人
の
皆
さ
ん
に

送
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
多
く

の
方
に
豊
岡
の
旬
な
情
報
を
届
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
雑
誌
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る

方
や
、
講
演
活
動
な
ど
で
豊
岡
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
、「
豊
岡
は
ブ
レ
イ
ク
す
る

力
を
秘
め
て
い
る
」「
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
野
生
復
帰
に
取
り
組
む
人
た

ち
が
素
晴
ら
し
い
」「
城
崎
温
泉

は
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
温

泉
だ
」と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

全
国
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

＂
知
ら
れ
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い

の
と
同
じ
＂

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

取
組
み
や
誇
り
を
全
国
に
伝
え
、

「
豊
岡
」の
名
前
を
広
め
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
力
を
集
結
し
発
信

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
豊
岡
の

魅
力
発
信
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

︽
問
合
せ
︾秘
書
広
報
課
情
報
戦
略

係
☎
23
－
１
１
１
１

▼雑誌でも
　紹介

▲フランスケーブルテレビの収録

▲テレビの影響は大きい

　年　月 媒体・記事 内　　容 発行部数
H21.12～

H22. １
フィンランド航空機内誌「Blue 
Wings」12月号、１月号

城崎温泉、コウノトリ、
床瀬そば

H22. ７～８
内外メディア通信社が記事「コ
ウノトリと生きる町」を地方紙
８社に配信

豊岡市の取組みの紹介 計12万部

H22. ９ 毎日新聞日曜版「日曜くらぶ」
３週連続掲載 豊岡のかばん 360万部×3

H22.10

神戸新聞、新潟日報共同企画
「守ろう多様な生命を」

トキとコウノトリから
考える自然との共生 105万部

小学生向き雑誌「ちゃぐりん」 一度はいなくなったコ
ウノトリが大空を舞う 5.8万部

中国系新聞（国内向け） 城崎温泉、城下町出石 1.5万部

H22.10～12
北摂・阪神地域フリーペーパー

「シティライフ・NEW」３ヵ月
連続掲載

コウノトリと共生する
地域づくり 60万部×3

予定

フランスの旅行・観光専用チャ
ンネル「エスカル」

城崎、床瀬そば、農家
民宿

台湾の旅行雑誌「yam.com」 城崎温泉、豊岡のかば
ん、出石

香港の女性ファッション雑誌 城崎温泉

広報とよおか　2010.11.2511
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市
立
幼
稚
園

　

平
成
23
年
度
の
幼
稚
園
入
園
児

童
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

①
平
成
17
年
4
月
2
日
〜
平
成
18

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

豊
岡
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

幼
児

②
平
成
18
年
4
月
2
日
〜
平
成
19

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

豊
岡
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

幼
児

※
た
だ
し
、②
は
中
竹
野
・
出
石
・

福
住
・
寺
坂
・
小
坂
・
小
野
幼

稚
園
の
み

※
合
橋
・
高
橋
・
資
母
幼
稚
園
は
、

市
立
認
定
こ
ど
も
園
、
城
崎
幼

稚
園
は
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園

に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

11
月
末
に
各
家
庭

へ
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
の
方
は
、「
入
園
願
」を

持
参
の
上
、
各
幼
稚
園
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
指
定
園

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
水
）〜

8
日（
水
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係
☎
29
－
0
0
5
3
ま

た
は
各
市
立
幼
稚
園

　

平
成
23
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

入
園
児
童
の
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
産
前
･
産
後
休
暇
明
け
、

育
児
休
業
復
帰
な
ど
に
よ
り
、
年

度
途
中
に
入
園
を
希
望
す
る
方
も
、

こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

児
童
で
あ
れ
ば
、
ど
の
地
域
の
保

育
園
で
も
申
し
込
め
ま
す
が
、
森

本
へ
き
地
保
育
園
は
竹
野
南
小
学

校
区
在
住
の
児
童
の
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
対
象　

保
護
者
の
仕
事
や
病
気

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
内
で
保
育

で
き
な
い
就
学
前
の
児
童

▽
申
込
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
市

内
各
保
育
園
で
配
布
す
る
申
込

書
類
に
記
入
の
上
、
い
ず
れ
か

に
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
水
）〜

20
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
入
所
決
定　

1
月
下
旬
に
面
接
、

3
月
上
旬
に
入
所
内
定
予
定

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
保
育

園
係
☎
22
－
4
4
5
2
ま
た
は

各
保
育
園

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と

保
育
園
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
小

学
校
就
学
前
の
児
童
に
対
す
る
保

育
や
教
育
、
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る

施
設
で
す（
認
定
こ
ど
も
園
の
詳

細
は
、
10
月
25
日
号
の
市
広
報
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

平
成
23
年
4
月
か
ら
は
、
城
崎

地
域
と
但
東
地
域
で
認
定
こ
ど
も

園
が
開
園
し
ま
す
の
で
、
希
望
の

方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

①
長
時
間
児（
保
育
園
）　

保
育
園

の
対
象
児
童
と
同
じ

②
短
時
間
児（
幼
稚
園
）　

幼
稚
園

の
対
象
児
童
の
①
・
②
と
同
じ

▽
申
込
方
法

①
こ
ど
も
育
成
課
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
市
内
各
保
育
園

で
配
布
す
る
申
込
書
類
に
記
入

の
上
、
希
望
の
園
に
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

②
11
月
末
に
各
家
庭
に
申
込
書
類

を
郵
送
し
ま
す
。
入
園
を
希
望

の
方
は
、
申
込
書
類
に
記
入
の

上
、
希
望
の
園
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

12
月
1
日（
水
）〜

20
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　

☎
22
－
4
4
5
2
ま
た
は
各
保

育
園

保
育
園

認
定
こ
ど
も
園

平
成
23
年
度　
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

地域 保　育　園　名 対象年齢

豊岡
〔公立〕港・城南・西・東保育園
〔私立〕豊陵保育園 6カ月～就学前児童

〔私立〕みえ・チャイルドハウス保育園 3カ月～就学前児童

竹野
〔公立〕竹野保育園 6カ月～就学前児童
〔公立〕森本へき地保育園 3歳～就学前児童

日高
〔私立〕こくふ・八代・蓼川・蓼川第二・
　　　  静修・三方保育園

6カ月～就学前児童
※6カ月未満児は事

前相談要〔公設民営〕清滝・西気保育園
出石〔私立〕出石愛育園・小坂保育園 4カ月～就学前児童

＜保育園一覧＞

認定こども園名 申込み･問合せ
対象年齢

長時間児
（保育園）

短時間児
（幼稚園）

私立 城崎こども園 城崎保育園 ６カ月～就学
前児童  ４･５歳児（就

学前２年以内の
児 童）公立

合橋認定こども園 合橋保育園

高橋認定こども園 高橋保育園 11カ月～就学
前児童資母認定こども園 資母保育園

＜認定こども園一覧＞



▲放課後児童クラブの様子
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保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、

放
課
後
留
守
家
庭
児
童
の
健
全
な

育
成
と
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
低
学
年

児
童
を
中
心
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

1
年
間
を
通
し
て
利
用
を
希
望

す
る
方
が
対
象
で
す
。
定
員
に
余

裕
が
あ
る
場
合
は
、
4
年
生
以
上

の
児
童
と
幼
稚
園
児
も
利
用
で
き

ま
す
。
育
児
休
業
復
帰
な
ど
で
、

年
度
途
中
か
ら
の
利
用
を
希
望
す

る
方
も
こ
の
期
間
中
に
申
請
書
を

提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や
申

込
用
紙
な
ど
は
、
こ
ど
も
育
成
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
お
よ

び
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

11
月
26
日（
金
）〜

12
月
10
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
対
象　

放
課
後
留
守
家
庭
児
童

で
小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で
の
児
童
。
受
け
入
れ
に
余
裕

が
あ
る
場
合
は
、
4
年
生
以
上

の
児
童
と
幼
稚
園
児（
城
崎
地

域
と
但
東
地
域
の
幼
稚
園
児
は

除
く
）

※
幼
稚
園
児
の
利
用
時
間
は
午
後

4
時
ま
で

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

も
育
成
係
☎
29
－
0
0
5
3

平
成
23
年
度 

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
入
所
者
募
集

名　称 開設場所 名　称 開設場所

豊岡放課後児童クラブ 豊岡めぐみ幼稚園 府中放課後児童クラブ 府中小学校･幼稚園

豊岡第2放課後児童クラブ 豊岡ひかり幼稚園 日高放課後児童クラブ 日高小学校

八条放課後児童クラブ 八条幼稚園 日高第2放課後児童クラブ 日高幼稚園

八条第2放課後児童クラブ 八条小学校 静修放課後児童クラブ 静修小学校

三江放課後児童クラブ 三江幼稚園 三方放課後児童クラブ 三方小学校

五荘放課後児童クラブ 五荘幼稚園 弘道放課後児童クラブ 出石幼稚園

五荘第2放課後児童クラブ 旧五荘公民館 福住放課後児童クラブ 福住幼稚園

田鶴野放課後児童クラブ 田鶴野幼稚園 小坂放課後児童クラブ 小坂幼稚園

新田放課後児童クラブ 新田幼稚園 小野放課後児童クラブ 小野幼稚園

中筋放課後児童クラブ 中筋小学校 寺坂放課後児童クラブ 寺坂幼稚園

神美放課後児童クラブ 神美幼稚園 合橋放課後児童クラブ 合橋小学校

港西放課後児童クラブ 港西幼稚園 高橋放課後児童クラブ 高橋小学校

城崎放課後児童クラブ 城崎保育園 資母放課後児童クラブ 資母幼稚園

竹野放課後児童クラブ 竹野幼稚園

＜放課後児童クラブ一覧＞

※ただし、利用希望児童数により開設できない場合があります。

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
保

育
所
保
育
料
の
算
定
方
法
の
一
部

を
変
更
し
ま
す
。

▽
対
象　

祖
父
母
な
ど
と
同
居
し
、

か
つ
父
母
の
収
入
だ
け
で
は
生

計
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
と
認

め
ら
れ
る
世
帯（
次
の
算
定
方

法
で
、
1
の
②
の
場
合
）

▽
保
育
料
の
算
定
方
法　

保
育
料

は
、
児
童
と
生
計
を
一
に
し
て

い
る
父
母
お
よ
び
そ
れ
以
外
の

扶
養
義
務
者（
家
計
の
主
宰
者

で
あ
る
場
合
に
限
る
）の
課
税

額
の
合
計
額
に
よ
り
、世
帯
の
階

層
区
分
を
認
定
し
算
定
し
ま
す
。

1
．
父
母
が
児
童
を
税

法
上
扶
養
し
て
い
る

場
合

①
父
母
の
収
入
の
み
で

生
計
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、父

母
の
所
得
税
額
等
に
よ
り
算
定

②
父
母
の
収
入
の
み
で
生
計
が
成

り
立
っ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
、
児
童
と
同
居
す
る

祖
父
母
等
扶
養
義
務
者
が
い
る

場
合
は
、「
家
計
の
主
宰
者
」を

認
定
し
、
父
母
と
そ
の
者（
祖

父
母
等
）の
所
得
税
額
等
を
合

算
し
て
算
定

2
．
父
母
以
外
の
者
が
児
童
を
税

法
上
扶
養
し
て
い
る
場
合

・
父
母
と
そ
の
者（
扶
養
義
務
者
）

の
所
得
税
額
等
を
合
算
し
て
算

定
3
．
児
童
の
父
母
を
事
業
専
従
者

と
し
て
い
る
事
業
主
の
場
合

・
父
母
と
そ
の
者（
事
業
主
）の
所

得
税
額
等
を
合
算
し
て
算
定

▽
留
意
点

・「
児
童
と
同
居
」と
は
、
住
民
基

本
台
帳
な
ど
の
形
式
的
な
要
件

だ
け
で
な
く
、
生
活
の
実
態
を

重
視
し
、
児
童
と
生
計
を
一
に

す
る
祖
父
母
等
扶
養
義
務
者
は

同
一
世
帯
に
な
り
ま
す
。

・「
父
母
の
収
入
の
み
で
生
計
が

成
り
立
っ
て
い
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
」と
は
、
前
年
収
入

が
父
母
と
も
に
1
0
3
万
円
未

満
の
場
合
で
す
。

・
平
成
23
年
度
の
保
育
料
は
、
各

世
帯
の
前
年
分（
平
成
22
年
分
）

の
所
得
税
額
で
算
定
し
ま
す
。

所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
場
合

は
、
前
年
度（
平
成
22
年
度
）の

市
民
税
の
課
税
の
有
無
で
算
定

し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
保
育

園
係
☎
22
－
4
4
5
2

保
育
所
保
育
料
の
算
定
方
法
を
変
更
し
ま
す
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目
印
と
な
る
ポ
ー
ル
や
看
板
な
ど

を
設
置
く
だ
さ
い
。

■
排
雪
場
所（
豊
岡
地
域
の
み
）

　

必
ず
次
の
指
定
の
場
所
に
排
雪

し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
役
所
城
南
町
仮
庁
舎（
豊
岡

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）横「
あ
や

め
橋
付
近
排
雪
場
」（
４
ト
ン
ま

で
の
小
型
車
の
み
）

・
堀
川
橋
東
詰
付
近「
六
方
排
水

機
場
前
河
川
敷
排
雪
場
」

Ｑ　

除
雪
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の

費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
の
？

Ａ　

市
が
１
日
に
除
雪
す
る
距

離
は
、
約
7
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
こ
れ
は
豊
岡
市
か
ら
岩

手
県
花
巻
市
ま
で
の
直
線
距
離

に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
距
離
を

市
と
委
託
業
者
の
除
雪
機
械
約

1
3
0
台
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　

昨
年
度
の
除
雪
作
業
費
用
は
、

約
１
億
5
千
万
円
で
、
１
日
当

た
り
約
2
千
万
円
の
費
用
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

除
雪
作
業
を
行
う
条
件
は
？

Ａ　

市
で
は
、
12
月
１
日
か
ら
3

屋
根
の
雪
下
ろ
し
も
道
路
交
通
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
路
上
駐
車
の
禁
止

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
が
あ

る
場
合
、
車
両
を
傷
付
け
る
危
険

性
が
高
い
た
め
、
そ
の
路
線
の
除

雪
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、

結
果
と
し
て
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
に
植
木
鉢
や
ご

み
箱
な
ど
の
障
害
物
を
置
か
れ
る

と
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
撤
去
く

だ
さ
い
。

■
ポ
ー
ル
な
ど
の
設
置

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
撤
去

不
可
能
な
工
作
物
が
あ
れ
ば
、
積

雪
時
に
も
位
置
が
分
か
る
よ
う
、

　

今
年
も
間
も
な
く
雪
の
降
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
道
路

交
通
の
確
保
を
優
先
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
や
歩
道
を
あ
ら
か
じ
め
除

雪
路
線
と
定
め
、
積
雪
が
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
早
朝
か

ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
く
だ

さ
い
。

■
生
活
道
路
や
家
周
辺
の
除
雪

　

除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や

家
周
辺
は
、
区
、
近
隣
住
民
な
ど

で
協
力
し
て
除
雪
く
だ
さ
い
。

■
道
路
へ
の
排
雪
禁
止

　

家
周
辺
の
雪
を
道
路
へ
捨
て
ら

れ
る
と
、
交
通
の
妨
げ
と
な
り
大

変
危
険
で
す
の
で
、
道
路
に
は
雪

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

お
知
ら
せ
と
お
願
い

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
！

除
雪
作
業
Ｑ
＆
Ａ

月
31
日
ま
で
を
除
雪
期
間
と
定

め
、
積
雪
深
が
一
定
基
準
以
上

に
な
る
と
除
雪
作
業
を
開
始
し
、

午
前
8
時
30
分
ま
で
に
作
業
を

終
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が

Ａ　

で
き
る
だ
け
早
く
除
雪
作
業

を
終
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
や
積
雪
の
状
況
、
路

上
駐
車
な
ど
の
障
害
物
の
影
響

で
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
断
続
的
に
雪
が
降
っ

て
い
る
場
合
、
再
度
の
除
雪
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
想
定
外
の

事
態
に
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

除
雪
作
業
で
玄
関
前
に
雪
の

か
た
ま
り
が
で
き
て
困
る
！

Ａ　

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
道
路
の
交
通
確

保
を
最
優
先
し
て
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》
建
設
課
建
設
管
理
係

☎
23
ー
1
1
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課

 

《
国
道
・
県
道
に
関
す
る
問
合
せ
》

　

但
馬
県
民
局
豊
岡
土
木
事
務
所

道
路
保
全
課
☎
26
ー
3
7
5
3

道
路
の
除
雪
に
協
力
く
だ
さ
い
！

▲幹線道路の除雪をする除雪車

　

新
庁
舎
建
設
の
た
め
、左
記
の
部

署
が
12
月
末
に
移
転
し
、
1
月
か

ら
新
し
い
場
所
で
業
務
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
、
12
月
10
日
発
行
の

市
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
移
転
す
る
部
署

・
議
会
事
務
局

・
秘
書
広
報
課

・
防
災
課

・
総
務
課（
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
）

・
職
員
課

・
市
民
課

・
税
務
課

・
会
計
課

・
監
査
委
員
事
務
局

■
市
営
市
役
所
前
駐
車
場

　

市
役
所
前
駐
車
場
は
、
新
庁
舎

建
設
の
工
事
区
域
と
な
り
、
駐
車

台
数
が
減
少
し
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
平
成
23
年
1
月
か
ら
市
役
所

の
来
庁
者
専
用
駐
車
場
と
し
、
一

般
利
用
を
制
限
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
総
務
課
行
政
係

　

☎
23
－
1
1
1
1

政
策
調
整
部
・
総
務
部
・

市
民
生
活
部
な
ど
が
12

月
末
に
移
転
し
ま
す
！
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11
月
11
日
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構（
Jジ

ャ

ク

サ

A
X
A
）は
、
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
I
S
S
）へ
補

給
物
資
を
運
ぶ
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機（
H
T
V
）の
愛
称
を

「
こ
う
の
と
り
」に
決
定
し
た
と
発

表
し
ま
し
た（
有
効
応
募
総
数
1

7
、0
2
6
件
の
中
か
ら
選
定
）。

　

J
A
X
A
は
、
選
定
理
由
を

「﹃
こ
う
の
と
り
﹄は
、大
切
な
も
の

〜
赤
ん
坊

や
幸
せ
〜

を
運
ぶ
鳥

と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、

I
S
S
へ

重
要
物
資

を
運
ぶ
H

T
V
の
任
務
を
的
確
に
表
し
て
い

る
」と
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
2
号
機
」は
、
H

‐
Ⅱ
B
ロ
ケ
ッ
ト
2
号
機
に
搭
載

さ
れ
、
平
成
23
年
1
月
20
日（
木
）

に
打
ち
上
げ
予
定
で
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
21
－
9
0
1
7

■
特
急「
は
ま
か
ぜ
」運
行
開
始

　

11
月
7
日
、
但
馬
地
域
と
大
阪

や
神
戸
と
を
播
但
線
経
由
で
結
ぶ

J
R
西
日
本
の
特
急「
は
ま
か
ぜ
」

が
、
新
型
車
両
で
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
。
豊
岡
駅
で
は
、
大
阪
行

き
一
番
列
車
の
発
着
に
合
わ
せ
て

出
発
式
が
行
わ
れ
、
地
元
自
治
体

や
J
R
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
関
係
者
ら
が
く

す
玉
割
り
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

で
祝
い
、
一
日
駅
長
に
任
命
さ
れ

た「
豊
岡
鉄
道
少
年
団
」の
増
田　

黎れ
い

君
と
豊
岡
駅
長
の
出
発
合
図
で
、

満
員
の
乗
客
を
乗
せ
た
新
型
特
急

「
は
ま
か
ぜ
2
号
」が
、
大
阪
に
向

け
、
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
型
車
両
は
、
あ
か
ね
色

の
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
ス
テ
ン
レ
ス

製
で
、
緑
豊
か
な
但
馬
地
域
の
風

景
に
映
え
、
温
か
み
が
感
じ
ら
れ

る
車
体
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物

な
ど
を
大
幅
に
低
減
し
、
環
境
に

や
さ
し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

を
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、
座
席
間

隔
が
大
幅
に
広
が
り
、
乗
り
心
地

が
向
上
し
た
シ
ー
ト
や
誰
も
が
使

え
る
多
目
的
室
、
多
機
能
ト
イ
レ

を
設
置
し
、
快
適
性
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

■
特
急「
こ
う
の
と
り
」誕
生

　

ま
た
、
平
成
23
年
春
に
は
、
但

馬
・
丹
後
地
域
と
京
阪
神
と
を
福

知
山
経
由
で
結
ぶ
特
急
電
車
に
新

型
車
両
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、

特
急「
北
近
畿
」は
特
急「
こ
う
の

と
り
」に
名
称
を
変
更
し
て
運
行

を
開
始
し
ま
す
。

　

J
R
西
日
本
は「
特
急﹃
こ
う
の

と
り
﹄と
い
う
名
称
に
は
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
野
生
復
帰
へ
の
地
域
の
熱

い
取
組
み
や
頑
張
り
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
地
域
に
一
番
愛
さ
れ
て

い
る
名
称
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

特
急﹃
こ
う
の
と
り
﹄の
名
称
が
各

地
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
こ
と
で
、

多
く
の
方
に
こ
の
熱
い
思
い
を
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
命
名
理

由
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
名

称
変
更
は
豊
岡
の

P
R
に
つ
な
が
る
も

の
と
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
特
急

「
こ
う
の
と
り
」誕
生
を
記
念
し
て
、

大
阪
駅
な
ど
の
主
要
駅
に
お
け
る

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
特
典
付
旅
行
商

品
の
造
成
な
ど
、
情
報
発
信
や
観

光
客
の
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
山
陰
本
線
や
播
但
線
で

は
新
型
車
両
の
性
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
駅
ホ
ー
ム
の
か
さ
上
げ

や
信
号
の
改
良
な
ど
を「
鉄
道
輸

送
改
善
事
業
」で
行
っ
て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
事
業
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
る
ほ
か
、
豊
岡
駅
前
広
場

整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
春
に
、
豊
岡
駅
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
羽
ば
た
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
新
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
る
な

ど
、
鉄
道
環
境
は
格
段
に
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

鉄
道
は
、
通
勤
通
学
な
ど
の
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段

で
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
を
は
じ

め
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
鉄
道
利
用
者
が
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
改

め
て
鉄
道
の
良
さ
に
目
を
向
け
、

地
域
を
挙
げ
て
鉄
道
の
利
用
促
進

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政

策
係
☎
23
－
1
1
1
1

新
型
特
急
、
出
発
進
行
！

特
急「
は
ま
か
ぜ
」が
運
行
開
始
！

来
春
、
特
急「
こ
う
の
と
り
」が
誕
生

▲関係者らが新型車両の出発を祝う

▲新型車両の特急「はまかぜ」

▲特急「こうのとり」は来春誕生

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

機（
H
T
V
）の
愛
称
が

「
こ
う
の
と
り
」に
決
定▲HTV「こうのとり」

（JAXA/NASA提供）
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健康川柳

青空と　歩けば　脳が　若返る
米子  

※２０１０とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、豊岡市健康行動計画｢とよおか健康ぷらん２１｣で朝ごはんの大切さを挙げ、｢家族そろっ
て朝ごはんを食べるようにしよう｣を目標の１つとしています。
　そのため、市内の４・５歳児と保護者を対象に、家族(子どもと保護者)で一緒に作る｢かんたん朝
ごはんレシピ｣を募集し､ コンテストを開催しました。
　コンテストの優秀作品と食育コラムを６回シリーズでお伝えします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

食で健康づくりを応援②

～食べ物を選ぶ力を育もう～

◎風邪に負けない元気なからだづくりを！
《良質のたんぱく質》をきちんと食べて基本的な
体力をつける。

《ビタミンA》のどや鼻の粘膜を強化する。
（レバー、うなぎ、卵黄、ホウレン草、小松菜、ブ
ロッコリーなど）

《ビタミンC》にはリラックス効果。
（キウイ、ミカン、ブロッコリーなど）
〈血行促進〉にはショウガ・ネギなど。
〈旬のもの〉には栄養が豊富！ 
鍋物や蒸し料理にするとかさも減り、たっぷり
食べられます。

食育コラム バランスの良い食事で風邪予防

【食育】を考える
食育とは…生きる力を育むこと

　まずは、食や食材に関心を持って選んで食べる力
を身に付けましょう。
　食事がしっかり食べられるように間食は控えましょう。

◎バランスのよい食事とは？
☆1食に主食、主菜、副菜をそろえましょう

主
食

 糖質 エネルギーのもとになる

【ごはん・パン・めん類】

主
菜

 たんぱく質 からだをつくるもとになる

【魚・肉・卵・大豆・大豆製品】

副
菜

 ビタミン・ミネラル からだの調子を整える

【野菜・キノコ・海藻】

朝ごはんレシピコンテスト優秀作品

受賞者（京田美夏さん・
玲香ちゃん親子）の声
　忙しくても幼いころ
から一緒に食べていま
す。おばあちゃんから教
わった“朝の果物は金”
という言い伝えを信じ、
毎日果物を付けていま
す。
　排便が“スムーズ”に
なる食材を使おうと心
掛けています。

朝ごはんメニュー(1食分)
◎カニ風味かまぼこの卵とじ
●にこにこおにぎり
●大根と油あげの味噌汁  ●果物

朝ごはん作りのポイント

作り方
①　ボールに卵をとき、ほぐしたカニ風味か
まぼこ、刻みネギ、Aを加える。

②　油を敷いたフライパンを熱し、①を流し
入れて大きくかき混ぜたらでき上がり。

マヨネーズを加えることでふんわり仕上が
ります。

カニ風味かまぼこの卵とじ
材料（４人分）
・カニ風味かまぼこ　1パック
・卵　　2個　　　　　　・牛乳  小さじ１
・刻みネギ　少々　　A　・しょうゆ  少々
・油  大さじ１　　　　　・マヨネーズ  少々｛



広報とよおか　2010.11.2517

●
12
月
11
日（
土
）

●
12
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日（
月
）

●
電
話
で
の
問
合
せ

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

《
問
合
せ
》

　

こ
の
た
め
、
銀
行
の
口
座
番
号

を
指
定
し
、
Aエ

ー
テ
ィ
ー
エ
ム

T
M（
現
金
自
動

預
払
機
）の
操
作
に
よ
る
保
険
料

の
振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

《
問
合
せ
》

た
ば
こ
が
値
上
げ
さ
れ
た
こ
の
機
会
に

　
　
　
　
　
　
　

   

禁
煙
し
ま
せ
ん
か

副
流
煙
は
主
流
煙
よ
り
も
有
害

禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト

禁
煙
す
る
に
は

受
動
喫
煙
の
死
者

　
　
　
　

年
間
6
、8
0
0
人

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
注
意
!!

国
民
年
金
か
ら
の

　
　

  　

お
知
ら
せ
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私
た
ち
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
⑤

　

ち
ょ
っ
と
き
ん
せ
ー﹃
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
﹄

子
育
て
広
場﹁
お
ひ
さ
ま
ら
ん
ど
﹂

・
午
前
10
時
～
午
後
4
時
ま
で
開

い
て
い
ま
す
。
休
館
は
、
日
・

月
曜
日
、
祝
日
で
す
。

・
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
な
ら
誰
で

も
利
用
で
き
、
申
込
み
は
不
要

で
す
。

・
授
乳
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

・
絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
で

絵
本
を
楽
し
め
ま
す
。

活
動
の
広
場﹁
ぽ
っ
か
ぽ
か
﹂

・
登
録
制
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の

活
動
を
し
ま
す
。
年
齢
別
に
き

り
ん
グ
ル
ー
プ（
第
1
火
曜
日
）、

か
え
る
グ
ル
ー
プ（
第
2
火
曜

日
）、
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ（
第
4

火
曜
日
）に
分
か
れ
て
活
動
し

ま
す
。
ま
た
、
水
曜
日
は
全
体

活
動
日
で
す
。
季
節
の
行
事
を

は
じ
め
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動
も

　

出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
は
、今
年
10
月
、出
石
総
合
支
所
1
階
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
お
ひ
さ
ま
ら
ん
ど
」と
い
う
名
前
の

と
お
り
、日
当
た
り
の
良
い
明
る
い
広
場
で
す
。そ
ん
な
出
石
子
育
て
セ

ン
タ
ー
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー
プ「
キ
ラ
キ
ラ
★
マ
マ
」が
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
☎
52

－

6
1
8
8

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、高
齢
の
方
や
そ
の
家
族
が
抱

え
る
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
、保
健
師
・
看
護
師
、主

任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
な
ど
が
、相
互
に
連
携
し
な
が
ら

「
チ
ー
ム
」と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
を
2
カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
2
4
0
9

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
③

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
皆
さ
ん
を
支
え
ま
す
!　

～
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
～

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が
円
滑
に
仕
事
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地

域
に
す
る
た
め
に
、医
療
機
関
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、高
齢
者

が
病
院
を
退
院
し

て
か
ら
在
宅
で
の

生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
て
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
や
す
い
よ
う
な
協
力
体
制
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
抱

え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、一
緒

に
考
え
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、地
域
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
相
互
の
連
携
を
図
る
た
め

に
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
た

り
、質
の
向
上
を
目
指
し
て
研
修

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、介
護
認

定
を
受
け
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
や
家
族
の

相
談
に
応
じ
、自
立
支
援
を
目
的

と
し
て
、そ
の
方
に
合
っ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

介
護
支
援
計
画
を
作
成
し
、サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
や
施
設
な
ど
と

の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
る
居

宅
介
護
支
援
事

業
所
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保

健
施
設
な
ど
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
総
合
相
談
窓

口
で
す
。介
護
の
事
な
ど
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
地
域
に

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

こ
ん
な
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す

※
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
は
、7
月
25
日
発
行

の
市
広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
部
屋
で
行
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
室

・
乳
幼
児
だ
け
で
な
く
、
小
・
中

学
生
の
悩
み
も
気
軽
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
用
ト
イ
レ

・
支
所
1
階
の
ト
イ
レ
内
に
は
、

子
ど
も
用
ト
イ
レ
と
お
む
つ
交

換
台
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

・
広
場
内
に
は
、
家
庭
用
の
調

理
台
が
あ

り
、
数
人

の
グ
ル
ー

プ
で
あ
れ

ば
ク
ッ
キ

ン
グ
も
で

き
ま
す
。

※
私
た
ち「
キ
ラ
キ
ラ
★
マ
マ
」は
、

自
主
的
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
練
習

を
し
な
が
ら
、セ
ン
タ
ー
の
事
業

な
ど
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま

す
。一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
?

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

　
　
　
　
　

ど
こ
に
い
る
の
?

　

10
月
か
ら
豊
岡
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
、認
知
症
連
携
担
当

者
を
配
置
し
、認
知
症
に
関
す
る

医
療
や
介
護
の
相
談
に
応
じ
た

り
、専
門
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
連
携
担
当
者
を

配
置
し
ま
し
た
!

▲ハンドベルの練習風景
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じ
ゃ
。

　

し
か
し
、

何
か
の
拍
子

に
す
き
間
や

空
洞
が
で
き

て
、周
り
に

邪
魔
さ
れ
な

い
場
所
で
石
英
が
固
ま
る
こ
と
が

あ
る
ん
じ
ゃ
が
、こ
の
と
き
、き
れ

い
な
頭
の
と
が
っ
た
六
角
柱
が
で

き
る
。こ
れ
を
特
別
に「
水
晶
」と

呼
ぶ
ん
じ
ゃ
。中
で
も
紫
色
の
も

の
は「
ア
メ
シ
ス
ト（
ア
メ
ジ
ス

ト
）」と
い
い
、2
月
の
誕
生
石
に

な
っ
て
お
る
。

　

宝
石
に「
メ
ノ
ウ
」や「
碧へ

き

玉ぎ
ょ
く

（
ジ
ャ
ス
パ
ー
）」と
い
う
も
の
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
も
石
英
の
仲
間

じ
ゃ
。こ
の
2
つ
は
、肉
眼
で
は
見

え
な
い
ほ
ど
の
小
さ
な
石
英
の
粒

が
固
ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
。

　

碧
玉
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
ん
宝

石
じ
ゃ
が
、き
れ
い
な
色（
特
に
緑

色
）の
も
の
は
ヒ
ス
イ
同
様
に
勾ま

が

玉た
ま

に
使
わ
れ
て
お
り
、古
墳
か
ら

出
土
し
て
お
る
。

ち
な
み
に
、ヒ
ス

イ
も
碧
玉
も
硬

い
石
な
の
で
、昔

の
人
は
、細
工

に
苦
労
し
た
ん

じ
ゃ
ろ
う
な
ぁ
。

蛇じ
ゃ

紋も
ん

岩
が
あ
り
ま
す
。
蛇
紋
岩
と

い
う
の
は
、
地
下
深
く
の
カ
ン
ラ

ン
岩
が
海
水
と
反
応
し
て
で
き

た
変
成
岩
で
す
。
蛇
紋
岩
か
ら
は

ヒ
ス
イ
や
滑
石
・
ニ
ッ
ケ
ル
鉱

床
な
ど
の
鉱
物
が
産
出
し
ま
す
。

　

但
東
町
で
は
、
こ
れ
ら
は
ま
だ

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
今

後
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
事
務
局
で
は
、
次
の

4
分
野
の
組
織
を
通
し
て
今
後
の

経
営
方
針
を
強
化
し
ま
す
。

・
学
術
部
会（
学
術
研
究
や
広
報
）

・
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会（
観
光

や
地
域
振
興
）

・
教
育
部
会（
学
校
教
育
や
生
涯

教
育
）

・
地
域
連
携
部
会（
保
護
保
全
と

地
域
連
携
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組

み
は
、
今
、
日
本
各
地
の
ジ
オ

パ
ー
ク
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋
高原などを中心としたエリアが「山陰海岸ジオパーク」として、世
界ジオパークに認定されました。このジオパークについて、市の
ジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三木武
行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�  世界ジオパークになって①

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
認

定
を
受
け
て
世
界
の
資
格
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
中
味
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
、
世
界
認
定
さ
れ
た
の
は
、

韓
国
の
済チ

ェ

州ジ
ュ

島
・
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス

ク
海
岸
・
カ
ナ
ダ
の
ス
ト
ン
ハ
ン
マ
ー

国
立
公
園
な
ど
で
す
。
ど
の
地
域

も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
都

市
部
か
ら
遠
く
離
れ
、
地
域
振

興
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど

も
同
じ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日

本
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
の
ジ

オ
パ
ー
ク
で
も
一
斉
に
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

ジ
オ
サ
イ
ト
の
見
直
し
や
整
備

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
但
東

町
の
地
質
は
日
本
海
形
成
時
期

か
ら
数
億
年
古
く
、
ジ
オ
サ
イ
ト

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
但
東
町
正
法
寺
付
近
に
は
約

4
億
5
千
万
年
前
の
古
生
代
の

●
水
晶
も
メ
ノ
ウ
も
同
じ
石
？

　

6
月
25
日
号
の
市
広
報
紙
で
金き

ん

の
話
を
し
た
が
、今
月
は「
水す

い

晶し
ょ
う

」

の
話
じ
ゃ
。「
水
晶
」は
、日
本
で
は

良
く
知
ら
れ
て
い
る
宝
石
じ
ゃ
が
、

市
内
で
も
各
地
で
産
出
し
て
お
る

ぞ
。ど
こ
に
あ
る
か
地
域
の
人
に

聞
い
て
み
る
と
、「
昔
は
○
○
谷
で

と
れ
た
」と
か「
△
△
峠
で
拾
っ
た

こ
と
が
あ
る
」と
い
う
情
報
が
も

ら
え
る
と
思
う
ぞ
。

　
「
水
晶
」と
は
、六
角
形
を
し
た

石
英
の
こ
と
じ
ゃ
。高
熱
の
ど
ろ

ど
ろ
の
石
が
冷
え
て
い
く
と
、い

ろ
い
ろ
な
鉱
物
が
順
番
に
固
ま
っ

て
い
く
ん
じ
ゃ
が
、最
後
に
固
ま

る
の
が
石
英
な
ん
じ
ゃ
。だ
か
ら
、

石
英
は
最
後
の
す
き
間
を
埋
め

る
こ
と
に
な
る
の
で
、不
規
則
な

形
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
。グ

ラ
ウ
ン
ド
の
土
を
よ
く
見
て
み
る

と
、透
明

な
小
石
が

見
つ
か
る

が
、こ
れ

が「
石
英
」

　
　
　

　

げ
ん

▲日本列島の断面図

▲水晶（竹野町産）

世界の

▲シルク温泉（但東町正法寺）付
近の蛇紋岩

▲メノウ（竹野町産）▲碧玉（竹野町産）

アセノス
フェア アセノスフェア

海洋プレート

大陸プレート

火山前線

海溝

蛇紋岩の生成



【
10
月
】

11
日　

生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア

出
展（
〜
29
日
）

12
日　

三
方
東
部
工
業
団
地
B
区

画
譲
渡

20
日　

市
議
会（
全
員
協
議
会
）開

会

24
日
・
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回

締
約
国
会
議（
C
B
D
／

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
生
物
多
様
性

国
際
自
治
体
会
議
参
加

（
〜
26
日
）

27
日
・
C
B
D
／
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
サ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト

28
日　

水
道
料
金
市
民
説
明
会

（
城
崎
地
域
、
31
日
・
日

高
地
域
）

29
日　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
を
全

国
に
広
げ
る
市
民
か
い
ぎ

30
日
・
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・

国
際
か
い
ぎ（
〜
31
日
）

　
　

・
第
61
回
豊
岡
市
美
術
展

（
〜
11
月
3
日
）

【
11
月
】

2
日　

水
道
料
金
市
民
説
明
会

（
但
東
地
域
、
3
日
・
竹

野
地
域
、
4
日
・
豊
岡

地
域
、
11
日
・
出
石
地
域
）

5
日　

永
楽
館
大
歌
舞
伎（
〜
10
日
）

12
日　

市
議
会（
臨
時
会
）開
会

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

11
月
12
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
木
谷
敏と

し

勝ま
さ

さ
ん
、
副
議

長
に
芝
地
邦
彦
さ
ん
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
青
山
憲け

ん

司じ

さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

　

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

で
す
。

■
常
任
委
員
会

【
企
画
総
務
委
員
会
】

◎
福
田
嗣つ

ぐ

久ひ
さ　

○
安
治
川
敏
明

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

◎
村
岡
峰
男　

○
野
口
逸
敏

【
文
教
委
員
会
】

◎
門か

ど

間ま

雄た
け

司し　

○
椿
野
仁ひ

と

司し

【
建
設
経
済
委
員
会
】

◎
升
田
勝
義　

○
井
上
正ま

さ

治は
る

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
岡　

満
夫　

○
伊
藤　

仁

■
特
別
委
員
会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
伊
賀　

央ひ
ろ
し　

○
峰
高
正
行

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
野
口
逸
敏　

○
関か

ん

貫ぬ
き

久く

仁に

郎お

【
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
古ふ

る

池ち

信
幸　

○
嶋
﨑
宏
之

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

◎
岡お

か

谷や

邦く
に

人ひ
と　

○
宮
田　

弘

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
企
業
立

地
に
関
す
る
手
続
き
や
優
遇
施
策

な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る「
豊
岡

市
企
業
誘
致
ガ
イ
ド
」ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。

【
企
業
誘
致
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/hp/kigyouyuuchi/　

　

ま
た
、
昨
年
に
続
き
、「
豊
岡
市

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」2
0
1
1

年
度
版
を
作
成
し
、
市
内
の
58
企

業
の
会
社
概
要
や
採
用
状
況
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
本
市
で
就

労
を
考
え
て
い
る
方
、
U
・
I
・

J
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
問
い
合
わ
せ（
経
済
課
エ
コ
バ

レ
ー
推
進
係
☎
23
－
4
4
8
0
）

く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
企
業
誘
致
ガ
イ
ド
ペ
ー
ジ
を
開
設

＆
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

市
議
会
役
員
決
定

議
長
は
木
谷
敏
勝
さ
ん
、副
議
長
は
芝
地
邦
彦
さ
ん

　

11
月
3
日
、出
石
町
奥
山
で
、チ
ク
タ

ク
奥
山
線
の
出
発
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
チ
ク
タ
ク
奥
山
」は
、
市
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
出
石
町
の
奥
山
区
・
和わ

屋や

区
・
榎よ

の
み見

区
関
係
者
で
構
成
す
る「
チ

ク
タ
ク
奥
山
運
営
協
議
会
」が
主
体
と

な
っ
て
運
行
す
る
地
域
の
乗
合
タ
ク
シ

ー
で
す
。

　

出
発
式
当
日
は
、
車
両
や
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
運
転
手
の
紹
介
の
後
、
関
係

者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
記
念
す
べ
き

第
1
便
が
出
発
し
ま
し
た
。

〜
地
域
主
体
公
共
交
通
支
援
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
〜

チ
ク
タ
ク
奥
山
線
出
発
式
開
催

▲玄さんもお祝いに駆け付けました ▲2011企業ガイドブック

監査委員
青山　憲司

副議長
芝地　邦彦

議長
木谷　敏勝
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10
月
3
日
午
後
6
時
30
分
。
エ

ー
ゲ
海
に
浮
か
ぶ
レ
ス
ボ
ス
島
か

ら
、
但
馬
県
民
局
の
中
塚
局
長
に

電
話
を
入
れ
ま
し
た
。
日
本
時
間

の
4
日
午
前
0
時
30
分
で
す
。

「
あ
、
中
塚
さ
ん
?
中
貝
で
す
。

加
盟
決
定
で
す
!
」

　

そ
の
瞬
間
、
電
話
の
向
こ
う
で

ワ
ー
っ
と
い
う
歓
声
と
拍
手
が
聞

こ
え
ま
し
た
。
後
は
、
私
が
何
を

言
っ
て
も
誰
も
聞
い
て
い
な
い
、

と
い
う
状
態
で
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
め
ら
れ

た
の
で
す
。

　

長
い
道
の
り
で
し
た
。
昨
年
、

よ
う
や
く
国
内
候
補
地
に
選
定
さ

れ
、
今
年
8
月
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ

人
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
審
査
員

が
現
地
審
査
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
運
命
の
10
月
3
日
。

ギ
リ
シ
ャ
で
最
終
審
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
現
地
入
り
し
た
日
の
前
日
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
候
補
地
に
関
す
る

発
表
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

場
に
い
た
わ
が
ス
タ
ッ
フ
の
目
撃

談
に
よ
る
と
、「
8
つ
の
候
補
地
の

う
ち
3
つ
が
落
選
し
た
。
代
表
団

は
が
っ
く
り
と
肩
を
落
と
し
、
会

場
を
去
っ
て
い
っ
た
」。

　

自
信
満
々
で
い
た
山
陰
海
岸
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
す
っ
か
り
心
配
顔

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

3
日
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の

審
査
で
す
。
ま
ず
、
カ
ナ
ダ
の
ジ

オ
パ
ー
ク
が
加
盟
を
認
め
ら
れ
、

続
い
て
中
国
。「
次
は
中
国
に
近
い

国
の
加
盟
で
す
⋮
山
陰
海
岸
！
」

「
や
っ
た
‼
」

　

2
0
0
人
ほ
ど
の
会
場
に
拍
手

が
沸
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
握

手
を
し
て
、
舞
台
に
上
が
り
、
認

定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

実
は
中
塚
さ
ん
に
電
話
し
た
時
、

事
前
に
考
え
て
い
た
決
め
文
句
が

あ
り
ま
し
た
。「
世
界
へ
の
扉
が
開

か
れ
ま
し
た
!
」

　

し
か
し
、
も
は
や
耳
を
傾
け
る

人
は
誰
一
人
な
く
、
考
え
抜
い
た

歴
史
的
名
文
句
は
、
む
な
し
く
夕

暮
れ
の
エ
ー
ゲ
海
へ
と
消
え
て
い

っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

決
ま
っ
て
、
あ
ー
、
よ
か
っ
た
。

世
界
へ
の
扉

37

　

図
書
館
出
石
分
館
と
出
石
子
育

て
セ
ン
タ
ー
の
出
石
総
合
支
所
内

へ
の
移
転
整
備
が
完
成
し
、
10
月

27
日
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
図
書
館
で
は
施
設
見
学

や
整
備
記
念
お
は
な
し
会
な
ど

の
お
披
露

目
会
を
開

催
し
、
子

育
て
セ
ン

タ
ー
で
は
、

「
感
謝
の

集
い
」と

し
て
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
歌
、
ダ
ン
ス
、

人
形
劇
な
ど
を
行
い
、
施
設
の
オ

ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た「
お
は
な
し
の
へ
や
」や
専

用
学
習
席
が
で
き
、
郷
土
資
料
室

に
は
齋
藤
隆
夫
コ
ー
ナ
ー
も
常
設

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
を
設
置
し
、
屋
外
で
の
読
書

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
の
図
書
館
の
中
で

唯
一
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
仕
様
で
快

適
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
セ
ン
タ
ー
は
、
床
面
は

　

10
月
31
日
、
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
陸
上
競
技
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
4
×
1
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ

ー
銅
メ
ダ
ル
の
末す

え

續つ
ぐ

慎し
ん

吾ご

さ
ん
と
、

棒
高
跳
び
競
技
で
昨
年
の
学
生
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
荻お

ぎ

田た

大ひ
ろ

樹き

さ

ん
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
市
内
中
学
校
と
但

馬
地
域
の
高
等
学
校
の
陸
上
競
技

部
員
や
指
導
者
な
ど
1
3
0
人
が

参
加
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

や
試
合
で
意
識
す
る
ポ
イ
ン
ト
な

ど
、
実
技
を
交
え
て
、
丁
寧
な
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
末
續
さ
ん
と
一
緒
に

30
メ
ー
ト
ル
ダ
ッ
シ
ュ
を
行
い
ま

し
た
が
、
末
續
さ
ん
の
走
り
の
速

さ
に
、
参
加
者
や
観
客
席
か
ら
は

「
さ
す
が
！
」と
驚
き
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

〜
よ
り
快
適
な
憩
い
・
集
い
ス
ポ
ッ
ト
完
成
〜

図
書
館
出
石
分
館
、出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
完
成

〜
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に
招
い
て
〜

豊
岡
市
陸
上
競
技
教
室
を
開
催

衝
撃
を
吸
収
で
き
る
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
敷
き
と
し
、
食
育
活
動
に

利
用
で
き
る
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
や
子

供
用
ト
イ
レ
が
新
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
グ
ル
ー
プ
活
動
室
や

相
談
室
も
整
備
し
ま
し
た
。

▲図書館、子育てセンターオー
プニングイベント「ハンドベル」▲末續さんのスピードに「速い！」と驚嘆

▲図書館ウッドデッキ

わ
し
も
つ
い
に

世
界
進
出

じ
ゃ
ぞ
ぃ
！
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重ち
ょ
う

陽よ
う

の
節
句
〜
秋
の
演
奏
会
〜

時
を
忘
れ
、
秋
を
感
じ
る

至
福
の
ひ
と
と
き

城 崎城 崎

第
６
回
海
そ
う
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
み
ん
な
で
海
の
ご
み
拾
い
〜

「
海
を
き
れ
い
に
！
」を
合
言
葉
に

竹 野竹 野

市
民
プ
ラ
ザ
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
能
の
表
現
」

声
と
身
体
と
イ
メ
ー
ジ
で

能
楽
師
気
分

豊 岡豊 岡

▲菊茶のおもてなし
4 4 4 4 4

を受けながら演奏を楽しむ来場者ら

　

10
月
16
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
、
ア
ー
ト
ス
ク

ー
ル
第
10
回
講
座「
能
の
表
現
」を
開
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
能
楽
師
の
田た

茂も

井い

廣
道
さ
ん
を
迎

え
、
約
6
百
年
続
く
能
の
歴
史
、
兄
弟
分
の
狂
言
と

の
違
い
、
観
る
コ
ツ
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
独
特
の
所

作（
立
ち
居
振
る
舞
い
）、
謡う

た
い

な
ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

能
面
を
付
け
て
歩
く
と
足
元
は
全
く
見
え
ず
、
遠
く

も
近
く
に
感
じ
ら
れ
、
参
加
者
は
こ
わ
ご
わ
動
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
間
近
で
見
る
豪
華
な
衣
装
に
は
、

た
め
息
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
本
市
に
伝
わ
る「
田た

道じ

間ま

守も
り

の
歌
」を

謡
曲
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
謡
い
、

し
ば
し
古
代
ロ
マ
ン
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、「
重
陽
の
節
句
〜
秋
の
演
奏
会
〜
」（
城

崎
温
泉
観
光
協
会
主
催
）が
城
崎
文
芸
館（
城
崎
町
湯

島
）で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
津
軽
三
味
線
や
バ
ン
ジ
ョ
ー（
ア
メ

リ
カ
の
は
つ
弦
楽
器
）、
ペ
ル
ー
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

な
ど
の
珍
し
い
管
楽
器
の
演
奏
が
行
わ
れ
、映
画「
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
」の
テ
ー
マ
曲
な
ど
、
耳
慣
れ
た
曲
目

が
次
々
に
奏
で
ら
れ
る
と
、
来
場
者
ら
は
う
な
ず
き

な
が
ら
、
終
始
、
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
を
訪
れ
た
澤
田
敦あ

つ

子こ

さ
ん（
城
崎
町

湯
島
）は「
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
国
々
を

旅
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
ゆ
っ
た
り
し
た
、

い
い
気
分
に
な
れ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
竹
野
浜
で「
第
6
回
海
そ
う
じ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
み
ん
な
で
海
の
ご
み
拾
い
〜
」（
Ｎエ

ヌ

Ｐピ
ー

Ｏオ
ー

法
人
た
じ
ま
海
の
学
校
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
と

き
に
、
海
岸
清
掃
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
年

1
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
6
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
1
9
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
41
人
の
ダ
イ

バ
ー
ら
は
海
中
ご
み
を
、
釣
り
人
や
一
般
の
方
は
浜

辺
の
ご
み
を
回
収
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
田
中
恭
子
さ
ん（
竹
野
中
3
年
）は「
海

が
き
れ
い
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」と
、
ま
た
、
奥
本

萌
さ
ん（
竹
野
中
3
年
）は「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲高級車１台が買える衣装は、重量もずっしり。歩くだ
けでも難しい

▲堤防のごみを拾う参加者ら
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安
国
寺
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉

し
ば
し
時
を
忘
れ
る

深
紅
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲３人１組で、丸太をリレー形式で３本切り落とす時間
を競う。優勝は３分22秒。圧巻！

　

11
月
13
日
と
14
日
の
2
日
間
、「
環
境
と
経
済
が
共

鳴
す
る
森
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、「
ひ
ょ
う
ご
森
の

ま
つ
り
2
0
1
0
」が
県
立
但
馬
ド
ー
ム
周
辺
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
森
に
親
し
み
、
森
を
育
て
る
大

切
さ
を
体
験
・
実
践
す
る
機
会
と
し
て
平
成
20
年
度

か
ら
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
迫
力
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
、

神
鍋
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
森

づ
く
り
に
関
す
る
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
の
丸
太
切
り

大
会
で
は
、
の
こ
ぎ
り
を
引
く
勢
い
と
ス
ピ
ー
ド
に
、

観
客
ら
は
終
始
、
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲本堂まで深紅に染めるドウダンツツジ絵巻にご満悦の
玄さん

　

11
月
11
日
、
但
東
町
相
田
の
安
国
寺
の
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
が
紅
葉
の
見
ご
ろ
を
迎
え
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
、
明
治

37
年
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
と
き
に
裏
庭
に
植
え
ら

れ
た
も
の
で
、樹
齢
約
1
5
0
年
と
い
わ
れ
、高
さ
・

幅
共
に
約
10
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　

本
堂
か
ら
裏
庭
を
眺
め
る
と
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

が
鮮
や
か
な
深
紅
に
染
ま
り
、
ま
る
で
絵
画
の
よ
う

な
景
色
が
、
観
光
客
の
た
め
息
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
玄
さ
ん
が
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
見
学
に
初

め
て
訪
れ
、「
見
事
な
も
ん
じ
ゃ
の
う
」と
、
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
終
始
ご
満
悦
で
し
た
。

第
40
回
出
石
お
城
ま
つ
り

高
校
生
が

御お

徒か

士ち

・腰
元
姿
で
参
列
‼

出 石出 石
　

11
月
3
日
、
出
石
城
跡
周
辺
で
、
恒
例
の
お
城
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
小
・
中
学
校
の
音

楽
隊
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
出
石

太
鼓「
炎ほ

の
お

」な
ど
の
演
奏
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
40
回
記
念
の
今
年
は
、
出
石

高
等
学
校
の
男
女
生
徒
30
人
が
、
御
徒
士（
侍
）や
腰

元（
侍じ

女じ
ょ

）に
扮
し
、「
大
人
大
名
行
列
槍や

り

振
り
」に
特

別
出
演
し
、
観
光
客
ら
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
永
楽
館
大
歌
舞
伎
」公
演
に
先
立
ち
、
出

演
俳
優
が「
お
練ね

り
」を
行
い
、
そ
の
後
の
ス
テ
ー
ジ

あ
い
さ
つ
で
は
舞
台
へ
の
熱
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

江
戸
の
風
景
を
醸
し
出
す
街
並
み
は
、
い
つ
に
も

増
し
て
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 ▲出石高校生徒が｢大人大名行列槍振り｣に特別出演

ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
０

木
く
ず
を
散
ら
し

プ
ロ
の
大
迫
力
の
丸
太
切
り
‼
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商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会

近
畿
大
会
で
優
良
賞
受
賞

　

豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
の
北
村

元
気
さ
ん
が
、
平
成
22
年
度
商
工

会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
の
但
馬

大
会
、
県
大
会
で
い
ず
れ
も
優
勝

し
、
近
畿
大
会
で
は
見
事
、
優
良

賞（
3
位
）に
輝
き
ま
し
た
。
生
ま

れ
育
っ
た
神
鍋
高
原
を
約
10
年
間

離
れ
、
国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
を
経
験
し
、
帰
郷
。
商
工
会
青

年
部
の
活
動
に
参
加
し
て
学
ん
だ

こ
と
や
、
故
郷
を
離
れ
て
改
め
て

感
じ
る
故
郷
の
良
さ
な
ど
を
力
強

く
訴
え
た
こ
と
が
奏
功
し
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ

故
郷
の
良
さ
を
再
発
見

　

北
村
さ
ん
は
、
自
然
豊
か
な
神

鍋
高
原
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

16
歳
で
故
郷
を
離
れ
、
単
独
で
和

歌
山
へ
行
き
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

海
外
へ
渡
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
で
暮
ら
し
ま

し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
は
、
春
･

秋
は
長
野
で
料
理
の
勉
強
、
冬
は

北
海
道
で
ス
キ
ー
･
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
夏
は

富
士
山
で
登
山
ガ
イ
ド
を
務
め
ま

し
た
。「
い
ろ
ん
な
場
所
で
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
し
た
。
そ
れ
が
今
の

私
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
」と

北
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

約
10
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
北
村

さ
ん
は
、
父
親
が
経
営
す
る
ペ
ン

シ
ョ
ン
で
料
理
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
す
ぐ
に
幼
な
じ
み
か
ら
声
が

掛
か
り
、
青
年
部
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。「
離
れ
て
暮
ら
し
て
み

て
、
神
鍋
高
原
の
良
さ
を
改
め
て

実
感
し
た
。
で
も
、
後
継
者
も
少

な
く
、
神
鍋
高
原
の
良
さ
も
日
々

衰
退
し
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
」と
北

村
さ
ん
は
危
惧
し
ま
す
。
そ
の
埋

も
れ
つ
つ
あ
る
地
域
資
源
を
復
活

さ
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
も
の
を
作

り
出
す
必
要
性
や
、
青
年
部
活
動

に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
大

会
で
は
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す

　

大
会
当
日
は
、
近
畿
2
府
5
県

の
代
表
各
1
人
が
、
10
分
間
の
持

ち
時
間
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

を
披
露
し
ま
す
。
兵
庫
県

代
表
の
北
村
さ
ん
は
、
応

援
に
駆
け
付
け
た
市
・
県

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
コ
ー
ち
ゃ
ん
、
オ

ー
ち
ゃ
ん
、
玄
さ
ん
、
は

ば
タ
ン
に
囲
ま
れ
、
元
気

に
発
表
し
ま
し
た
。「
神
鍋

冬
ま
つ
り
」で
青
年
部
が

取
り
組
み
披
露
し
た「
豊
岡
丼
」も

紹
介
。
地
元
産
こ
し
ひ
か
り
、
カ

ニ
天
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ニ
ジ
マ
ス
、

ソ
バ
の
実
、
地
卵
、
高
原
野
菜
と
、

合
併
前
1
市
5
町
の
自
慢
食
材
を

使
用
し
て
作
り
出
し
ま
し
た
。「
今

あ
る
地
域
資
源
を
う
ま
く
使
っ
て

新
し
い
も
の
を
作
る
。
そ
う
し
て

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」と
北
村
さ
ん
は
意
気
込
み

ま
す
。「
自
分
た
ち
が
心
を
開
き
、

開
か
れ
た
神
鍋
高
原
に
し
て
い
き

た
い
。
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
が
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
き
た

い
」と
夢
は
尽
き
ま
せ
ん
。「
1
人

で
は
で
き
な
く
て
も
、
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
れ
ば
必
ず
実
現
で
き
る
。

若
い
人
た
ち
に
豊
岡
に
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
。
一
緒
に
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
」と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
を
対
象
と
し
た
主
張
発
表
大
会
で
、素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
繰
り
広
げ
、輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た

元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

北
村
元げ

ん

気き

さ
ん（
29
歳
）日
高
町
太
田

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を
愛
し

地
域
を
盛
り
上
げ
る
元
気
人

近畿大会で仲間の応援を受ける北村さん

▲家業のペンション経営でも常に新し
いことにチャレンジしている

近畿大会での発表の様子

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

表彰状を手にする北村さん
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豊
か
な
自
然
と
史
跡
に
囲
ま
れ

た
小
野
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
、
出

石
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
幼
稚
園

と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
2
日
、
出
石
幼
稚
園
と
の

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
教
え
て
あ
げ
る
よ
！

　

出
石
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
を
乗

せ
た
バ
ス
が
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
そ
の
到
着
を
心
待
ち

に
し
て

い
た
園

児
た
ち

は
、
玄

関
に
駆

け
出
し
、

出
石
幼
稚

園
の
園
児

た
ち
を
お

迎
え
し
ま

す
。

　
「
小
野

幼
稚
園
の
こ
と
を
いっ
ぱ
い
教
え
て

く
だ
さ
い
」

と
お
願
い

さ
れ
た
園

児
た
ち
。

出
石
幼
稚

園
の
園
児

た
ち
の
手

を
つ
な
い

で
案
内
し
ま
し
た
。

こ
こ
が
す
ず
し
山
‼

　

園
の
敷
地
内
に
は
、「
す

ず
し
山
」と
呼
ば
れ
る

小
高
い
丘
が
あ
り
、

園
児
た
ち
の
自
慢

の
場
所
で
す
。

　
「
一
緒
に
滑
ろ

う
〜
！
」。

　

そ
こ
に
は
、

と
て
も
大

き
な「
ジ

ャ
ン
ボ
滑

り
台
」が

あ
り
、
園

児
た
ち
は

次
々
と
そ

の
滑
り
台

に
挑
戦
し

ま
し
た
。

こ
ん
な
の
見
つ
け
た
よ
！

　
「
す
ず
し
山
」に
は
、
ド
ン
グ
リ

な
ど
の
木

の
実
や
、

バ
ッ
タ
、

カ
エ
ル
な

ど
自
然
の
魅

力
が
い
っ
ぱ
い
。
自
分
だ
け
の
宝

物
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
仲
良
し
‼

　
「
一
緒
に
食

べ
よ
う
〜
！
」と

声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
、
園
児

た
ち
は「
す

ず
し
山
」で

お
弁
当
を

食
べ
ま
し

た
。
す
っ
か
り

仲
良
く
な
っ

た
園
児

た
ち
は
、

み
ん
な
素
敵
な
笑
顔
ば
か
り
…
。

　
「
い
つ
ま
で
も
仲
良
し
だ
ね
」。

音
楽
は
世
界
の
共
通
語

ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会｢

赤
と
ん
ぼ｣

（
豊
岡
）

　

毎
月
第
３
木
曜
日
、
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色

が
響
い
て
き
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会「
赤
と
ん

ぼ
」の
皆
さ
ん（
22
人
）の
練
習
風

景
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
会
員

は
、
豊
岡
や
城
崎
、
日
高
、
出
石
、

養
父
市
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
同
好
会
の
活
動
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま

し
た
。
世
話
役
の
吉
岡
光
義
さ
ん

（
京
丹
後
市
）は
、
退
職
後
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
を
始
め
よ
う
と
思
い
立

ち
、
自
ら
勉
強
し
な
が
ら
老
人
施

設
を
訪
問
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を

し
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
3
人
で

始
め
た
こ
の
同
好
会
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
こ
と
で
、
問
合
せ
が
殺

到
、
現
在
の
形
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
こ
と
を
吉
岡
さ
ん
は

「
老
人
施
設
の
慰
労
に
と
考
え
て

い
た
が
、
新
聞
に
載
っ
た
こ
と
で

大
所
帯
に
な
っ
て
…
」と
笑
い
ま

す
。
会
員
増
に
伴
い
、
練
習
場
所

を
探
し
て
い
た
と
き
に
市
民
プ
ラ

ザ
の
存
在
を
知
り
、
以
降
、
月
1

回
の
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
同
好
会
に
は「
発
表
会
に

た
ど
り
つ
こ
う
」と
い
う
一
つ
の

目
標
が
あ
り
、
今
は「
み
ん
な
で

一
緒
に
吹
け
る
曲
」（
10
曲
程
度
）

を
練
習
中
で
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
魅
力
は「
値
段

も
手
ご
ろ
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
入
る

手
軽
な
楽
器
だ
が
奥
が
深
い
。
吹

く
だ
け
で
世
界
で
も
通
じ
る
。
ま

さ
に
人
生
・
旅
の
友
」と
の
こ
と
。

　

吉
岡
さ
ん
は「
こ
の
会
を
山
登

り
で
例
え
る
と
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
。

実
力
に
差
が
あ
る
の
で
、
個
々
で

目
標
と
す
る
山
に
登
れ
ば
よ
い
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
会
の
次
の
展

開
を
模
索
中
で
す
。

小
野
幼
稚
園
（
出
石
）

〈
園
児
18
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑪

▲サロンコンサートでの様子
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
20

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
2
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、﹁
な
り

す
ま
し
﹂に
よ
り
、
第
三
者
に
買

い
物
を
さ
れ
、
被
害
に
遭
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
や
Ｉア

イ

Ｄデ
ィ
ー

、

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
管
理
に
最
新

の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

﹁
野
菜
や
果
物
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
﹂　

　
　
　
　

測
定
を
し
ま
し
た
！

　

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
、
10

月
14
日
に
兵
庫
県
健
康
生
活
研
究

所
の
商
品
テ
ス
ト
専
門
家
チ
ー
ム

を
迎
え
、普
段
利
用
し
て
い
る﹁
野

菜
や
果
物
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
﹂測
定

を
し
、
含
有
量
を
調
べ
ま
し
た
。

　

測
定
し
て
み
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
と
、
ほ

と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
を

実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
材

選
び
の
大
事

さ
と
、
調
理

方
法
の
工
夫

の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
自
宅
で
購
入

で
き
る
便
利
な
仕
組
み
で
す
。

　

店
舗
販
売
と
異
な
り
、
そ
の
場

で
現
金
を
払
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
代
わ
り
に
多
種
多
様
な
支

払
方
法
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が

届
か
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
、
前
払
い
は
避
け
、

商
品
の
到
着
を
待
っ
て
か
ら
支
払

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
利
用
の
注
意
点

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
な
ど

で
販
売
元
の
評
判
を
調
べ
る
。

・
返
品
条
件
、店
舗
の
住
所
、電
話

番
号
な
ど
の
連
絡
先
が
表
示
さ

れ
て
い
る
か
、利
用
規
約
の
内
容

に
問
題
は
な
い
か
を
確
認
す
る
。

・
注
文
完
了
前
に
確
認
画
面
が
表

示
さ
れ
る
の
で
、
注
文
内
容
に

間
違
い
が
な
い
か
確
認
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
は﹁
大
き
な
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
﹂と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
最
大
の
特
徴

は
、
相
手
が
ど
こ
の
誰
で
あ
る
か

を
特
定
で
き
な
い﹁
匿
名
性
﹂で
す
。

便
利
な
反
面
、
自
己
責
任
が
強
く

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

商
品
を
購
入
す
る
と
き
は
、
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
利
用
す
る

の
が
一
般
的
で
す
が
、
商
品
が
届

か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
救
済

す
る
た
め
、
大
手
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
で
は
、
支
払
い
に
エ
ス

ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス（
※
）や
保
証
制

度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
物
品
な
ど
を
売
買
す
る
際
に
取

引
の
安
全
性
を
保
証

す
る
仲
介
サ
ー
ビ
ス

▽
利
用
の
注
意
点

・
中
古
品
は
特
に
画
像
や
説
明
を

よ
く
確
認
し
、
疑
問
点
は
入
札

前
に
質
問
す
る
。

・
明
ら
か
に
安
価
な
ブ
ラ
ン
ド
品

は
、
偽
物
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
手
を
出
さ
な
い
。

・
取
引
相
手
の
評
価
欄

を
よ
く
読
む
。

・
落
札
後
は
、
出
品
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
確
認
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

な
り
す
ま
し
に
注
意

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

▲ビタミンＣ測定の様子

　

皆
さ
ん
、
黒
炭
と
白
炭
の
違
い

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

4
百
度
か
ら
6
百
度
で
焼
い
た

炭
を﹁
黒
炭
﹂、
8
百
度
か
ら
千
度

の
高
温
で
焼
い
た
炭
を﹁
白
炭
﹂と

呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
た
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
白
炭
は
、
そ
の
製
造

が
非
常
に
手
間
の
掛
か
る
も
の
で
、

生
産
量
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、後
継
者
が
育
ち
に
く
い

白
炭
製
造
の
省
力
化
に
取
り
組
ん

だ
の
が
、﹁
神
鍋
白
炭
工
房
﹂で
す
。

　

実
験
窯が

ま

を
作
成
し
、
白
炭
の
量

産
化
と
品
質
向
上
を
目
指
し
た
結

果
、
こ
れ
ま
で
8
時
間
近
く
掛
か

っ
て
い
た
炭
の
か
き
出
し
作
業
が
、

約
3
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
製

品
も
従
来
の
も
の
よ
り
着
火
性
が

良
く
、
爆ば

く

跳ち
ょ
う（

木
炭
を
急
に
熱
し

た
と
き
に
音
を
た
て
て
割
れ
、
木

炭
の
破
片
が
飛
ぶ
こ
と
）も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ま
た
、
燃
焼
時
間
も

最
適
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
非
常
に
特
徴
的

で
新
規
性
・
進
歩
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
神
鍋
白
炭
工
房
は
、
新
窯

の
特
許
を
出
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、目
標
と
し
て
、森
林
の
維

持
・
再
生

や
産
業
廃

棄
物
の
有

効
利
用
な

ど
幅
広
い

可
能
性
の

追
求
を
挙

げ
、
新
分
野
と
し
て
建
築
資
材
や

薬
用
炭
の
活
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
築
資
材
で
は
、
床
下
の
調
温

材
や
磁
場
改
善
材
な
ど
を
検
討
。

薬
用
で
は
、
高
純
度
の
白
炭
パ
ウ

ダ
ー
と
し
て
、
樹
木
の
治
療
、
ペ

ッ
ト
の
餌
の
添
加
剤
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
炊
飯
用
の
白
炭
は

大
ヒ
ッ
ト
し
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ

ー
も
非
常
に
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

炭
は
近
年
見
直
さ
れ
、
生
活
に

密
着
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

炭
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
詳
細
は
、神
鍋
白
炭
工
房
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://hakutan.

　

net

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

－

4
4
8
0

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
①

神

鍋

白は
く

炭た
ん

工

房

企業紹介

▲特許出願された窯
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兵
庫
県
自
治
賞

▽
吉
岡
真
由
美（
森
尾
）

▽
善
藤
純じ

ゅ
ん

良り
ょ
う（

城
崎
町
湯
島
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
今
井
隆
男（
一
日
市
）

▽
長
瀬
知
子（
日
高
町
広
井
）

■
総
務
大
臣
表
彰

▽
上
田
和か

ず

三み（
日
高
町
祢
布
）

■
環
境
大
臣
賞

▽
J
A
た
じ
ま（
立
野
町
）

■
知
財
功
労
賞
・
特
許
庁
長
官
表
彰

▽
兵
庫
県
鞄
工
業
組
合（
大
磯
町
）

■
個
人
の
部

▽
大
岡
夫
美
子（
泉
町
）

■
功
労
章

▽
太
田
克
己（
香
住
）

▽
渡
邊
和か

ず

志し（
但
東
町
中
山
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
久く

木き

田た

雅
典（
出
石
町
日
野
辺
）

■
旭き
ょ
く

日じ
つ

双
光
章

▽
堀　

正（
但
東
町
中
山
）

■
旭き
ょ
く

日じ
つ

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

▽
吉
岡
賢
治（
若
松
町
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
麻あ

さ

中な
か

隆
文（
出
石
町
荒
木
）

▽
大
谷　

誠（
中
谷
）

▽
岸　

俊
郎（
戸
牧
）

▽
安
井
文
雄（
野
田
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
西
垣
重
信（
下
陰
）

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
瀧
下
壽と

し

子こ（
竹
野
町
小
城
）

▽
田
尻
久
子（
日
高
町
浅
倉
）

■
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
芦あ

し

原は
ら

美
智
代（
大
磯
町
）

▽
山
下
享き

ょ
う

子こ（
出
石
町
長
砂
）

■
近
畿
地
方
更
正
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰

▽
石
坪
武
彦（
但
東
町
後
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

外
で
か
け
っ
こ
が
大
好
き
な
櫂

大
。こ
れ
か
ら
も
の
び
の
び
お
お
ら

か
に
強
く
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

（
父
大
輔
・
母 

ち
ひ
ろ
、出
石
町
日
野
辺
）

徳網櫂
かい

大
と

ちゃん
（平成20年10月28日生）

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
ま
ー
く
ん
の
お

か
げ
で
み
ん
な
幸
せ
♡
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
見
せ
て
ね
。

（
父 

智
也
・
母 

麻
美
、下
陰
）

太田雅
まさ

斗
と

ちゃん
（平成21年9月15日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
朝
倉
義
信（
日
高
町
江
原
）

▽
東あ

ず
ま　

均ひ
と
し（

竹
野
町
竹
野
）

▽
伊
原
忠
士（
日
高
町
道
場
）

▽
岡
田　

茂（
下
陰
）

▽
坂
岡
孝
弘（
但
東
町
中
山
）

▽
田
中　

護ま
も
る（

城
崎
町
上
山
）

▽
田
畑
善よ

し

延の
ぶ（

竹
野
町
林
）

▽
中
嶋
勝
己（
出
石
町
町
分
）

▽
長
谷
川
冬
彦（
日
高
町
岩
中
）

▽
廣
岡
智ち

明あ
き（

出
石
町
寺
坂
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
谷
川
慶
子（
立
野
町
）

▽
尾び

藤と
う

治は
る

子こ（
日
高
町
府
市
場
）

■
自
治
功
労

▽
右
近
新
一
郎（
竹
野
町
金
原
）

▽
森　

義
寛（
中
郷
）

▽
赤
坂
健
司（
日
高
町
藤
井
）

▽
秋
山
十と

三み

生お（
滝
）

▽
岡
﨑
直
美（
福
田
）

▽
金
子
輝
雄（
立
野
町
）

▽
神
谷
松ま

つ

治じ

郎ろ
う（

出
石
町
水む

な

上が
い

）

▽
川
崎　

登（
城
崎
町
楽さ

さ々

浦う
ら

）

▽
川
﨑
幹
夫（
出
石
町
荒
木
）

▽
小
林
啓
作（
泉
町
）

▽
小
牧
伸の

ぶ

典の
り（

但
東
町
高
龍
寺
）

▽
齋
藤
恒
夫（
出
石
町
上
村
）

▽
澤
田　

淳あ
つ
し（

城
崎
町
湯
島
）

▽
田
原
達
夫（
泉
町
）

▽
中
井
一か

ず

允ま
さ（

山
王
町
）

▽
本
井
吉
彦（
吉
井
）

■
ポ
ス
タ
ー
の
部　

最
優
秀

▽
茨
木　

浩（
新
田
小
3
年
）

■
ポ
ス
タ
ー
の
部　

優
秀

▽
金
澤
す
ず（
新
田
小
4
年
）

▽
天あ

ま

尾お

嘉よ
し

秀ひ
で（

豊
岡
南
中
2
年
）

■
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　

入
選

▽
能
登　

誠（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

▽
片
岡
泰や

す

章あ
き（

豊
岡
総
合
高
2
年
）

（
10
月
30
日
〜
11
月
3
日
、
総
合

体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
絵
画　

竹
村
一
博（
引
野
）

▽
彫
刻
･
工
芸　

溝み
ぞ

邊べ

郁い
く

江え
（
桜
町
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

谷
川
玄げ

ん

龍り
ゅ
う（

立
野
町
）

▽
彫
刻
･
工
芸　

大
谷
政
代（
日

高
町
羽
尻
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

中
井
嶺れ

い

花か
（
豊
岡
高
2

年
）

叙　
　

勲

平
成
22
年
度
産
業
財
産
権
制
度

活
用
優
良
企
業
等
表
彰

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

更
生
保
護
事
業
功
労
者
表
彰

平
成
22
年
度

　
　

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

兵
庫
県
知
事
表
彰　

第
12
回
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

行
政
相
談
委
員
表
彰

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

平
成
22
年
度
兵
庫
県
統
計

　
　
　

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
22
年
度
緑
化
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

豊
岡
市
美
術
展
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期　

間

　

年
末
は
、
慌
た
だ
し
く
、
忘
年

会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
冬
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
、
市
外
か
ら
の

観
光
客
が
増
え
、
交
通
量
が
増
加

し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
す
る
方

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
行
わ
ず
、

夕
暮
れ
時
は
早
め
の
前
照
灯
の

点
灯
を
心
掛
け
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
減
速
、
徐
行
、
ま

た
は
一
時
停
止
し
て
安
全
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者

・
道
路
を
横
断
す
る
場
合
は
、
信

催　

し

号
機
の
あ
る
横
断
歩
道
を
渡
り
、

横
断
前
に
左
右
の
安
全
確
認
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
外
出
時
に
は
、
反
射
材
な

ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
撲
滅
！「
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
」を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
、「
自

動
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
、
酒

を
飲
ま

ず
に
仲

間
な
ど

を
自
宅

へ
送
り

届
け
る

人
」
を

言
い
ま
す
。
飲
酒
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

を
決
め
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
免
許
返
納
を
検
討
く
だ
さ
い

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
に
自

信
が
な
く
な
っ
た
方
は
、
運
転
免

許
を
自
主
返
納
し
ま
し
ょ
う
。

　

返
納
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
典

が
あ
り
ま
す（
全
但
バ
ス
…
路
線

バ
ス
料
金
半
額
、
市
内
公
営
温
泉

…
入
浴
料
1
0
0
〜
4
0
0
円
引

き
な
ど
）。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

12
月
1
日（
水
）〜
10
日（
金
）

第
81
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
」

　

親
子
で
楽
し
く
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
22

日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時（
受
付
は
午
後

1
時
15
分
〜
）

▽
場
所　

豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー　

3

階　

調
理
室（
三
坂
町
）

※
駐
車
場
あ
り

▽
対
象　

3
歳
〜
就
学
前
の
子
ど

も
と
保
護
者

▽
参
加
費　

1
、
0
0
0
円

お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

▽
日
時　

12
月
24
日（
金
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

日
高
総
合
支
所　

3
階

子
育
て
ホ
ー
ル

▽
対
象　

主
に
小
学

生（
幼
稚
園
児
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
制

作
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

▽
参
加
費　

1
0
0
円（
材
料
代
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
17
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
日

高
分
館
☎
21
－
9
0
6
0

▽
定
員　

9
組（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

手
ふ
き
タ
オ
ル

▽
申
込
期
間　

12
月
13
日（
月
）〜

18
日（
土
）午
前
9
時
〜
午
後
5

時
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29
－
3
9
0
0
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み
え
保
育
園
園
内
見
学
会

廣
澤
大
介
さ
ん　
　
　
　
　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
＆

稲い
な

光み
つ

宏
子
さ
ん
講
演
会

▽
日
時　

12
月
1
日（
水
）〜
20
日

（
月
）午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4

時
の
都
合
の
良
い
時
間

※
日
曜
日
を
除
く
。

▽
場
所　

み
え
保

育
園（
鎌
田
）

※
申
込
み
は
不
要

で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
み
え

保
育
園
☎
24
－
0
4
6
2

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
祭
り

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
5
日（
日
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

全

フ
ロ
ア
ー（
立
野
町
）

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
、ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
作
り
、フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
、お
化
け
屋
敷
、

手
作
り
ク
ッ
キ
ー・

パ
ン
・
お
目
覚
め
用
品
な
ど
の

販
売
、喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
新
入
団
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　
（
社
）ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
兵
庫
県
第
61
団　

宮
田
つ
る

子
さ
ん
☎
23
－
7
9
5
4

　

広こ
う

汎は
ん

性
発
達
障
害
が
あ
り
な
が

ら
、
プ
ロ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
廣
澤
大
介
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
大
介
さ
ん
を

育
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
母
の
稲

光
宏
子
さ

ん
の
講
演

会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
19
日（
日
）午
後
1

時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
入
場
料　

前
売
り
大
人
1
、
0

　

0
0
円
、
小
・
中
学
生
・
高
校
生

5
0
0
円（
当
日
券
は
各
2
0
0

　

円
増
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
地

区
セ
ン
タ

ー
な
ど
で

販
売
し
て

い
ま
す
。

▽
そ
の
他　

一
時
保
育
あ
り（
事

前
予
約
必
要
）

▽
問
合
せ　

N
P
O
法
人
豊
岡
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　

☎
24
－
3
6
6
0

ふ
る
さ
と
但
馬
学
生
フ
ェ
ア

　

但
馬
地
域
の
企
業
に
就
職
希

望
の
皆
さ
ん
、
直
接
、

但
馬
内
企
業
の
人
事

担
当
者
と
相
談
、
面

接
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

12
月
10
日（
金
）午
後
2

時
〜
4
時（
求
職
者
受
付
は
午

後
1
時
〜
）

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯

町
）

▽
対
象　

・
平
成
20
年
3
月
・
21
年
3
月
・

22
年
3
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業

の
未
就
職
者

・
平
成
23
年
3
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
未
内
定
者

・
平
成
24
年
3
月
に
大
学
な
ど
の

卒
業
予
定
者

▽
内
容　

面
接
相
談
会（
企
業
と

求
職
者
の
個
別
面
談
）

※
再
来
年
3
月
に
卒
業
予
定
の
方

は
説
明
・
相
談
の
み
に
な
り
ま

す
。

※
面
接
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
を

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

ふ
る
さ
と
就
労
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
23
－
3
1
0
1

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の   

お
知
ら
せ

◆
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
父
親
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
日
時　

12
月
11
日（
土
）午
前
10

時
〜
正
午

▽
場
所　

城
崎
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

栄
養
指
導
室（
城

崎
町
湯
島
）

▽
対
象　

子
育
て
中
の
父
親（
母

親
も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
内
容　

簡
単
ケ
ー
キ
作
り

▽
参
加
費　

2
0
0
円

▽
定
員　

15
人

▽
申
込
期
限　

12
月
8
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

城
崎
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
32
－
4
6
6
6

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー

▽
日
時　

12
月
11
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
竹
野
町
和
田
）

▽
対
象　

乳
幼
児

と
父
親（
母
親
、

き
ょ
う
だ
い
も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
内
容　

親
子
で
体
を
動
か
し
、

遊
び
ま
す
。

▽
問
合
せ　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
47
－
2
0
3
0
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ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　
「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

現
在
の「
体
力
」と「
か
ら
だ
」を

　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校   

生
徒
募
集

▽
募
集
種
目

①
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

②
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

「
放
送
大
学
」

平
成
23
年
4
月
入
学
生
募
集

募　

集

の
結
果
を
も
と
に
、
専
門
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が「
個
別
の
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
提
案

▽
定
員　

50
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
ボ
デ
ィ
ス

キ
ャ
ン
の
み
の
体
験
は
、
予
約

不
要
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
総
合
受
付
窓
口

　

☎
24
－
0
5
8
2

「
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
！ 

ク
リ
ス
マ
ス
会
」参
加
者
募
集

教
室
・
講
座
・
講
習

花
の
講
習
会「
12
月
講
座
」

▽
日
時　

12
月
21
日（
火
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

▽
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業（
卒

業
見
込
者
含
む
）

▽
試
験
日

①
平
成
23
年
1
月
15
日（
土
）〜
17

日（
月
）の
間
の
指
定
す
る
1
日

②
平
成
23
年
1
月
22
日（
土
）

▽
試
験
場
所

①
横
須
賀
市

②
市
民
会
館（
立
野
町
）

▽
申
込
方
法　

志
願
票
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ

さ
い（
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）。

▽
申
込
期
限

①
平
成
23
年
1
月
6
日（
木
）

②
平
成
23
年
1
月
7
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

自
衛
隊
兵

庫
地
方
協
力
本
部
豊
岡
出
張
所

☎
22
－
3
9
7
8

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
で
授
業
を

行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら

学
び
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
平

成
23
年
4
月
入

学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

平
成
23
年
2
月
28

日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

放
送
大
学

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　

☎
0
7
9
－
2
8
4
－
5
7
8
8

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

▽
日
時　

12
月
23
日（
木
・
祝
）午

前
10
時
〜

▽
場
所　

日
高
文
化
体
育
館（
日

高
町
祢
布
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
心
身
障
害

者（
児
）と
保
護
者

▽
内
容　

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
昼
食

会
、
み
ん
な
で
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど

▽
申
込
期
限　

12
月
6
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
社

会
福
祉
協
議
会
中
央
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
－
1
3
3
3　

　

多
く
の
体
力
構
成
要
素
や
筋
力

な
ど
は
、
一
般
的
に
20
歳
代
を
ピ

ー
ク
に
低
下
し

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の「
体

力
」と「
体
組

成
」を
知
り
、
運
動
の
き
っ
か
け

づ
く
り
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
13
日（
月
）午
前
10

時
〜
午
後
8
時

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

健
康
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ム（
立
野

町
）

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
内
容　

○
体
力
測
定
…
握
力
、
長
座
位
体

前
屈
、
片
足
立
ち
、
全
身
反
応

時
間
の
4
種
類

○
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン（
体
組
成

測
定
）…
体
重
、
基
礎
代
謝
量
、

体
脂
肪
率
、
内

臓
脂
肪
指
数
、

筋
肉
量
、
水
分

量
、
骨
量
な
ど

14
種
類

○
運
動
ア
ド
バ
イ

ス
…
体
力
測
定
と
体
組
成
測
定
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ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出

石
町
水む

な

上が
い

）

▽
内
容　

お
正
月
の
玄
関
を
飾
る

寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

3
、0
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
7
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23
－
5
3
0
4

ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

　

自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
手

軽
に
で
き
る
健
康
づ
く
り
の
方
法

を
学
び
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
参

加
者
同
士
の
交

流
も
深
め
ま
し

ょ
う
。

▽
日
時　

12
月
22
日（
水
）、平
成

23
年
1
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）、

2
月
9
日（
水
）・
23
日（
水
）、3

月
9
日（
水
）・
22
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

1
階　

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

▽
対
象　

市
民

▽
内
容　

健
康
講

話
、
栄
養
実
習

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人（
先

着
順
）

▽
申
込
期
間　

12
月
6
日（
月
）〜

20
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

花
の
寄
せ
植
え
講
習
会

▽
日
時　

12
月
12
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

日
高
花
の
基
地
公
園

（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
西
隣
、

日
高
町
祢

布
）

▽
内
容　

ク

リ
ス
マ
ス

か
ら
正
月

の
和
洋
花
の
寄
せ
植
え

▽
講
師　

但
馬
高
原
植
物
園
植
栽

主
任　

田
丸
和
美
さ
ん

▽
参
加
費　

3
、0
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
8
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
総
合

支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
21
－
9
0
5
3

相　

談

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会　

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

借
金
の
返
済
で
困

っ
て
い
る
方
や
多
重

債
務
に
陥
っ
て
い
る

方
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
11
日（
土
）午
前
9

時
〜
11
時

▽
場
所　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ

ー（
妙
楽
寺
）

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
生
活

科
学
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
－
1
4
9
0

▽
日
時　

12
月
18
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯

町
）

▽
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
･
相
続
･
多
重
債
務
･

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

▽
日
時　

12
月
18
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時（
予

約
制
）

▽
場
所　

市
民

会
館　

4
階

中
会
議
室（
立

野
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

そ
の
他

12
月
の
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

▽
日
時　

12
月
5
日（
日
）午
前
10

時
〜
11
時

▽
場
所　

県
立
但
馬

文
教
府（
妙
楽
寺
）

▽
内
容　
「
こ
ど
も

の
館
」に
よ
る
楽

し
い
活
動

▽
対
象　

多
胎
児（
双
子
な
ど
）、

そ
の
家
族

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
豊
岡
健

康
福
祉
事
務
所
☎
23
－
1
0
0
1
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公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

携
帯
電
話
用
基
地
局
の
開
局

　

平
成
21
年
度
か
ら
整
備
し
て
き

た
出
石
町
暮く

れ

坂さ
か

区
、
但
東
町
西
谷

区
の
携
帯
電
話
基
地
局
で
、
次
の

と
お
り
携
帯

電
話
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
手
紙
を 

正
月
三
が
日
に
皆
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す

資
源
ご
み
の
分
別
が 

優
れ
て
い
ま
す
！

　

今
年
度
の
日
本
赤
十
字
社
社
資

募
集
は
、皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に

よ
り
、1
0
、6
2
7
、0
1
5
円
が

集
ま
り
ま
し
た（
10
月
31
日
現
在
）。

　

集
め
ら
れ
た
社
資
は
、
災
害
救

日
赤
社
資
募
集
に
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
市
が
、（
財
）日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル

協
会
に
委
託

し
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装

と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
つ
い

て
、
異
物
の
混
入
や
汚
れ
の
程
度

が
優
れ
、
費
用
の
低
減
化
に
貢
献

し
た
と
し
て
、（
財
）日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
、「
再
商

品
化
合
理
化
拠
出
金
」を
昨
年
度

に
引
き
続
き
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ご
み
分
別
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
拠
出
金
額　

　

7
、
3
1
2
、5
4
5
円

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
23
－
5
3
0
4

　

旧
豊
岡
市
の
市
制
50
周
年
事
業

で
、平
成
12
年

に「
10
年
後
の

未
来
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」を
募
集

し
、集
ま
っ
た

手
紙
を
10
年
間
、タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
で
保
管
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
約
束
の
平
成
23
年

元
日
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
皆
さ

ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
手
紙
を
指

定
の
宛
先
に
郵
送
し
ま
す
。

※
転
居
先
不
明
な
ど
で
郵
送
で
き

な
い
可
能
性
の
あ
る
方
や
都
合

に
よ
り
郵
送
を
希
望
し
な
い
方

な
ど
は
、
12
月
9
日（
木
）ま
で

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
課

　

☎
23
－
1
1
1
6

　

今
回
整
備
し
た
基
地
局
は
、
国

の
補
助
事
業
を
利
用
し
、
市
が
整

備
し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
携
帯
電
話
事

業
者
に
対
し
て
、
エ
リ
ア
拡
大
の

要
望
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
利
用
し
た

携
帯
電
話
不
通
地
区
の
解
消
に
向

け
た
施
策
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

情
報
推
進
課

　

☎
23
－
5
4
9
1

▽
今
回
整
備
し
た
基
地
局

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
12
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児

で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己

都
合
な
ど
と

判
断
さ
れ
た

場
合
は
、
時
間
外
診
察
料
金
3
、

1
5
0
円
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

月 日 担当医師・住所

12月

12日（日） 國屋正史
（養父市）

19日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

26日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

＜日程・担当医師＞

※診療時間：午前 9 時〜午後 5 時

出石暮坂局 但東西谷局

利用可能な
携帯電話

株式会社NTT
ドコモ

au（KDDI株式
会社）

au（KDDI株式
会社）

サービス開
始年月日

平成22年度内開
局予定

平成22年
10月25日

平成22年
10月25日
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☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

開
業
医
の
手
作
り　
　

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

12
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
お

知
ら
せ
し
ま
す（
28
日
ま
で
放
送
）。

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

護
活
動
や
医
療
事
業
、
血
液
事
業

な
ど
、
数
々
の
日
本
赤
十
字
社
運

動
を
推
進
す
る
た
め
に
有
効
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す

▽
市
交
際
費
の
区
分
別
内
訳

（
平
成
22
年
4
月
〜
9
月
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
秘
書
広
報
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
秘
書
係

☎
23
－
1
1
1
4

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の 　
　
　

穴
開
け
は
屋
外
で
！

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
を
廃
棄
す
る
た
め
、
室
内
で
中

身
を
出
し
た
り
、
穴
を
開
け
た
り

す
る
と
、
放
射
し
た
ガ
ス
が
暖
房

器
具
な
ど
の
火
気
に
引
火
し
、
火

災
や
爆
発
が
起
こ
り
ま
す
。

　

中
身
を
出
す
と
き
や
穴

を
開
け
る
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
身
を
出
す
場

合
は
、
缶
に
記
載
の
使
用
方
法

を
よ
く
確
認
し
、
屋
外
の
風
通

し
の
良
い
と
こ
ろ
で
行
い
ま
し

ょ
う
。

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
に
穴
を
開
け
る
場
合
は
、
中

身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、
屋
外

の
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
に
釘
や

金
づ
ち
な
ど
で
勢
い
よ
く
穴
を

開
け
る
と
、
火
花
で
爆
発
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
専
用
の
穴

開
け
器
具
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
近
く
に

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（
熱
で
爆
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）。

▽
問
合
せ　

豊
岡
消
防
署
予
防
係

☎
24
－
1
1
1
9

「
あ
い
さ
つ
運
動
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
」・「
あ
い
さ
つ
標
語
」決
定

　

豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

近
隣
の
誰
も
が
あ
い
さ
つ
を
通
じ

て
顔
見
知
り
に
な
り
、
気
軽
な
交

流
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
に
、

明
る
く
、
優
し
く
、
楽
し
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

募
集
を
行
い
、
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

○
あ
い
さ
つ
運
動
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

愛
称
…「
あ
い
ち
ゃ
ん
」（
あ
い

さ
つ
の
あ
い
ち
ゃ
ん
、
愛
を
こ

め
て
な
ど
の
思
い
か
ら
・
応
募

者
38
人
）

○
あ
い
さ
つ
標
語

･「
あ
い
さ
つ
は　

ぽ
か
ぽ
か
う

れ
し
い　

ま
ほ
う
の
言
葉
」（
長

尾
勇
佑
く
ん
・
静
修
小
6
年
）

　

12
月
の
定
例
教
育
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
15
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜（
開
会
時
間
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

講

座
室（
立
野
町
）

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
23
－
1
1
1
7

教
育
委
員
会
会
議
の
傍
聴

･「
言
っ
て
み
よ
う　

勇
気
を
出

し
て　

あ
い
さ
つ
を
」（
大
江
く

る
み
さ
ん
・
清
滝
小
6
年
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課
☎
43
－
1
3
3
3

区　分 金額（円）

御　祝
祝　金 140,000
粗酒等 106,816

御　供
香典等 130,000
供　花 135,500

会費・負担金 109,500
大会等「市長賞」 68,500
市政PRグッズ 133,240

合　計 823,556

12月のテーマ
曜日 内　　容
月 タバコをやめたい人のために
火 新しい歯のブラッシングの考え方
水 高齢者高血圧症の治療
木 家での誤った応急処置

金〜日 年末年始に役立つインフルエンザの
知識



　貸出可能点数が２倍になります！
　年末年始の休館に伴い、12月15日（水）から27日（月）まで、貸出点数が通常の２倍になります（図書
20点　うちCD10点まで）。
　この機会に、たくさんの本やCDを楽しみましょう！
　なお、年内は27日（月）まで開館します。

掃除の本
＜ 一 般 ＞

ナチュラル・ハウスキーピング
古
こ

後
ご

匡
きょう

子
こ

　著（主婦の友社）

　アルコールや重曹、クエン酸など
環境にやさしいアイテムを使ったお
掃除レシピ集。精油やハーブをプラ
スすることで除菌作用を高め、心地
よい生活を手に入れる方法が満載。

＜ じ ど う ＞
のねずみチュウチュウおくさんのおはなし
ビアトリクス・ポター 著（福音館書店）

　チュウチュウおくさんはきれい好
き。いつも床を掃いたり、ほこりを
払ったりしています。虫やクモが侵
入すると、とっとと追い出して汚れ
を片付けます。ある日びしょぬれの
カエルがやってきて…。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

12月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

12月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
2 木
3 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

4 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！　「さよならトラさん、
たのしいおもいでありがとう！」　幼 児

但東 おはなしのもり　幼
5 日 13：30～ 城崎 クリスマス映画会
6 月
7 火 （休館日）
8 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
9 木

10 金

11 土

10：10～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30～
城崎 おはなしのこべや　幼 児

竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30～ 城崎「城崎文学散歩　第５回」　般
12 日
13 月
14 火 （休館日）
15 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
16 木
17 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

18 土 10：30～ 竹野 おはなし玉手箱 　「さよならトラさん、た
のしいおもいでありがとう！」　幼 児

13：00～ 但東 クリスマスお楽しみ会　乳 幼 般

19 日 13：20～ 本館 第８回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第８回古文書講座（中級）　般
20 月
21 火 （休館日）
22 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
23 木 （休館日）
24 金 13：30～ 日高 第２回お楽しみ会わくわくランド　幼 児

25 土 10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

出石 おはなし会　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

26 日 10：30～ 日高 おはなし会　幼 児
27 月
28 火 （休館日）
29 水 （休館日）
30 木 （休館日）
31 金 （休館日）

広報とよおか　2010.11.25 34



12月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

子育て座談会
日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児を持つ保護者(一時保育有)
内　容 子育てについて｢こんな時Ｑ＆Ａ｣、おしゃべり会

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ ６日（月）、24日（金）午前11時～

おやこふれあいたいむ 27日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれあ

いたいむでは紙芝居やいろいろな遊びをします。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 14日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 クリスマスソング、冬の歌を楽しく歌う。

絵本の読み聞かせ
日　時 22日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員による絵本の読み聞かせ・手遊び

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

サンタさんがやってきた！！
日　時 ７日（火）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子でミニツリーを作製。サンタさんからのプレゼントも！
持ち物 ケーキ皿、フォーク（参加費：親子で500円、1人追加ごと200円）

日　時 ５日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子運動遊び（こども育成課　仲義　健）

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆絵本
日　時 １日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうた遊び、絵本の読み聞かせ

クリスマス会
日　時 22日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　40組
内　容 ハンドベル演奏、パネルシアター、リズム遊び
その他 申込期限：18日（土）、参加費：子ども１人150円

親子ふれあい運動遊び
日　時 １日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しく触れ合い遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子

製作遊び
日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 クリスマスグッズの製作
持ち物 はさみ

おたのしみ会
日　時 24日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児と保護者、小学生　30組
内　容 歌、絵本の読み聞かせ、リース作り
その他 申込期限：17日（金）、参加費：材料代100円

木工教室
日　時 １日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 素朴な木を使った動物の置物作り
講　師 土野信義さん
参加費 材料代100円

なかよし広場
日　時 16日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師(助産師)、子育て支援ボランティア

絵本の読み聞かせ＆折り紙あそび
日　時 15日(水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館・センター職員による絵本の読み聞かせ・折り紙製作

おやこっこ劇場
日　時 18日（土）　第一部　午前10時30分～11時30分

　　　　　第二部　午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者（きょうだいの参加可）　各120人
内　容 パネルシアター&ブラックパネルシアター、リズム遊び
その他 整理券必要（12月１日から配布）

子育ち＆親育ち講座
日　時 22日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 ｢叱るポイント、ほめるポイント｣
申込期間 ３日（金）～20日（月）

たまごボーロスペシャルたいむ
日　時 10日（金）午後２時～３時
対　象 乳幼児と保護者

内　容 豊岡総合高校のお姉さんと一緒に遊ぶ“たまごボー
ロたいむ”のスペシャルデー（手遊び・クイズなど）。

絵本の読み聞かせの会
日　時 ９日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

おはなし広場
日　時 11日（土）、25日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ 子育てミニ講話

日　時 ２日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 栄養の話｢子どものおやつ、どんなふうにあげたらいい？｣

みんなで大掃除をしよう！
日　時 22日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と親子
内　容 １年間の感謝の気持ちでセンターのガラス拭きや掃除
持ち物 ぞうきん（親子分）
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水

むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　12月５日（日）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入 場 料　全席自由
　　　　　　一般1,000円、中学生以下500円
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■きむらたくやトリオジャズコンサート
　クリスマスソングなど、
子どもから大人まで楽しめ
るコンサートです。

　12月18日（土）　開演19：00（開場18：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　ストロベリーフィールズ、ハーモニカ同

好会｢赤とんぼ｣、竹山流津軽三味線高橋
豊山ファミリー、フリーサウンドオーケ
ストラピックアップメンバー

◇入場料　全席自由　シングル500円、ペア800円､
　　　　　高校生以下無料
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、12月８日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■ミュージックア･ラ･カルト 
　〜ふと口ずさむ心に残るメロディー〜
　市民プラザ交流サロンで毎月開催している｢サロ
ンコンサート｣の出演者によるステージです。ア･ラ･
カルトならではの素敵なコラボレーションをお楽し
みください。

　12月19日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※友の会割引特典は利用いた

だけません。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■シネマパラダイス　「トイ・ストーリー3」

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。

　１月16日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇資　格　２人以上の家族
◇内　容　歌・器楽演奏または、それらの組み合わ

せで１家族１曲の発表（カラオケ可）
◇募集組数　20組
◇参加費　無料
◇申込期限　12月20日（月）
◇申込方法　所定の応募用紙、または住所、出場者

名、年齢、続柄、連絡先、曲名と歌手
名、器楽演奏、カラオケの有無を記入
の上、郵送、ファックス、またはメール
で申し込みください。

※応募者多数の場合は、抽選します。
　なお、出場者決定は、12月末にお知らせします。

■〜プラザほのぼの企画〜
　第４回新春ファミリー音楽祭

出場家族募集！
　豊岡市ホールスタッフクラブとの共催企画とし
て、家族で参加する楽しい音楽祭を開催します。

　１月８日（土）
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語笑年団、
　　　　　たんたん落語会
◇入場料　全席自由
　　　　　一般500円、高校生以下300円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、12月22日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　市民プラザリハーサル室が小劇場に変身。目の前
の非日常世界を目撃してください。

■シアターＲ（リハーサル室小劇場）Vol.２
　『Ｄoors 〜扉の向こうにワタシタチがいる〜』

　12月４日（土）　開演19：00（開場18：30）
◇場　所　リハーサル室
◇出　演　演劇ファクトリーzero ７のメンバー
◇内　容　３月本公演テアトル・タンツ（演劇とダン

スの化学反応）に連なるニューワールド
◇入場料　無料（整理券あり。豊岡市民プラザで配

布します）

　12月25日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン

■第75回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。マリン
バの素朴で温かい音色をお楽しみください。

◇出　演　マリンバアンサンブル“紫音−SHION−”
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第11回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣
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平成22年11月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

12月の主な行事
DECEMBER

平成22年

₁₆（木）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）
₁₇（金）クリスマス・ジャズコンサート（19：00～道の駅｢神鍋高原｣）

₁₈（土）おやこっこ劇場（第一部10：30～、第二部  13：30～子育て総合センター）
ミュージック｢ア・ラ・カルト｣～ふと口ず
さむ心に残るメロディー～

（19：00～豊岡市民プラザ）

₁₉（日）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
シネマパラダイス｢トイストーリー３｣

（14：00～市民会館）
消防団年末警戒（市内全域、～30日）

₂₀（月）
₂₁（火）
₂₂（水）みんなで大掃除（10：00～竹野子育てセンター）

絵本の読み聞かせ
（10：30～城崎子育てセンター）

柚子湯（城崎温泉街各外湯）

₂₃（木）天皇誕生日
₂₄（金）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）おたのしみ会

（13：30～日高子育てセンター）

₂₅（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
第75回サロンコンサート

（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₆（日）
₂₇（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₈（火）
₂₉（水）
₃₀（木）
₃₁（金）

₁（水）麦椿ふれあい展（９：00～城崎文芸館、～１月25日）
わらべうた＆折り紙遊び

（10：30～出石子育てセンター）
木工教室（10：30～但東子育てセンター）

₂（木）子育てミニ講話（10：30～日高子育てセンター）
₃（金）
₄（土）シアターＲ Vol.２｢Doors～扉の向こうにワタシタチがいる～｣（19：00～豊岡市民プラザ）

₅（日）パパと遊ぼうＤデ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）
第４回市民環境大学

（13：30～豊岡市民プラザ）
きむらたくやトリオジャズコンサート
（18：00～出石文化会館ひぼこホール）

₆（月）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）
₇（火）サンタがやってきた‼（10：00～竹野子育てセンター）

₈（水）子育て座談会（10：30～出石子育てセンター）子育て座談会（10：30～但東子育てセンター）
アートスクール｢うたうための発声～声楽
基礎｣講座（19：00～豊岡市民プラザ）

₉（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～日高子育てセンター）

₁₀（金）たまごボーロスペシャルたいむ（14：00～子育て総合センター）

₁₁（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
₁₂（日）
₁₃（月）
₁₄（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）

₁₅（水）絵本の読み聞かせ＆折り紙遊び（10：30～但東子育てセンター）
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Ⓓ

合　計 男　性 女　性 世帯数
89,003人（－36人） 42,589人（－9人） 46,414人（－27人） 32,352世帯（－13世帯）
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　名勝とは、庭園、橋
きょう

梁
りょう

、峡
きょう

谷
こく

、海
かい

浜
ひん

、山岳その他の名勝地の中で、芸術上また観賞上価値の高いものを
いいます。豊岡市では国指定1件、県指定２件、市指定10件の計13件が指定名勝になっていますが、庭
園や海、滝などの名勝地が多くを占めています。園や海、滝などの名勝地が多くを占めています。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160
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庭園
日高町大岡寺

切浜の「はさかり岩」
竹野町切浜

歴史 探訪
～文化財を巡る～17

「史跡名勝天然記念物（名勝１）」
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本堂庭園
出石町東條
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の庭園
気比

・池泉鑑賞式庭園

・滝石組

語句の解説

・築山式枯山水庭園


